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好き。大好き。ずっと好き。




初恋の幼馴染の独占欲に蕩かされて
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「クレア」

　学院の中庭。春に淡いピンクの花びらを散らせる大樹を見上げていた少女――コートニー子爵家の娘であるクレア・コートニーは自分を呼ぶ声に振り返った。背中まである淡い金色の髪がふわりと揺れ、少しつり目だが大きな紫色の瞳が数度瞬きをした。

「レオ」

　ところどころ跳ねている赤茶色の髪に琥珀色の瞳。自分と同じデザインの、白いシャツに黒いベスト、紺色のジャケットとスラックスを着た青年、レオ・ウィルキンスが軽く手を上げて駆け寄って来る。

「こんなところにいたのかよ」

「何か用事だった？」

「別に。ただ卒業式だってのに、一人でポツンと樹なんて見上げちゃってるからさ」

　今日は学院の卒業式であった。晴れの日に相応しく、空は真っ青で雲一つない。

「わたしが友達一人もいないみたいな言い方はよして。みんな夜のパーティーの準備でいろいろ忙しいから、一度解散して後で合流することになっただけよ」

　卒業パーティーは王宮の舞踏会のように、学院の大ホールで踊ったり御馳走を楽しんだりする。

　昼間の厳かな式とは反対の、華やかかつ賑やかな、学院最後の行事と言えた。

　制服ではなくドレスで参加するので、準備が大変なのだ。

「そういう理屈なら、おまえだってここでのんびりしていていいのかよ」

「それは、そうなんだけど……少しだけ、余韻に浸りたかったの」

「余韻、ねぇ……」

　クレアの視線をなぞるように、レオも大樹を見上げた。そして感慨深そうにぽつりと呟く。

「クレアもとうとう、兄貴の奥さんか」

　レオの言葉にクレアは小さな声でうんと答える。

　六歳年上のレオの兄であり、最近ウィルキンス伯爵家の当主となったディーン・ウィルキンスと春に結婚することになっている。卒業と合わせて結婚式の準備をするのはとても大変であったが、決して嫌ではなかった。

「なんだよ。ずっと兄貴のことが好きだったんだろう？　もっと喜べよ」

「もちろん嬉しいわ。でも……」

「でも？」

　クレアはレオの方を向き、困ったような表情で本音を明かした。

「いろいろ不安なの。本当にわたしが結婚相手でいいのか、結婚して上手くやっていけるか……ディーンには、もっと相応しい人がいるんじゃないかって考えてしまうの」

「大丈夫だよ。兄貴はちゃんとクレアのこと好きだし、大事にしてくれるって」

　心配することは何もないと、レオは明るい口調でクレアを励ます。

「ありがとう、レオ。……ごめんね、なんだかいよいよ結婚するかと思うと、不安になっちゃって」

「ま、何かあっても俺はおまえの味方だし、あんまり思いつめるなよ」

「あら、そう？　じゃあ、頼りにしています」

　わざとおどけた感じで明るく言えば、レオも笑う。

「おう。任せとけって。――さ、そろそろ行こうぜ。なんだかんだ言って、これで俺たちの学生生活は終わりなんだ。ぱぁっと盛り上がらないともったいないだろ？」

　そうだねと同意してクレアはレオと共に大樹を離れる。

（レオは大丈夫だと言ってくれたけれど……）

　クレアの不安は完全には消えてくれなかった。

　だって本当に、クレアの好きな人はとても素敵な人なのだ。

















第一章　好きな人との出会い












　クレアが五歳の時、母の友人であるウィルキンス伯爵夫人のお屋敷へ遊びに行った。

「まぁまぁ、可愛いお嬢さんだこと」

　伯爵夫人はひとしきりクレアを褒めると、今度は自分の子どもたちを紹介した。

「長男のディーンと次男のレオよ。レオの方はクレアちゃんと同い年だから、仲良くしてあげてね」

　幼少期、特に人見知りの激しかったクレアは、俯き加減に頷くのが精いっぱいであった。

「クレア。せっかくだから一緒に遊んで来なさいな」

　子どもは子ども同士が一番いいだろうと、母は安易にそう勧めてきたが、クレアは内心遊びたくない、このままずっと母の隣にいたいと願った。

「ほら、あなたたちも、お客様を案内してあげて」

　しかし夫人も母と同じ意見らしく、息子たちの背中を軽く叩いて促す。

　レオの方は見るからに不満そうで、本当にこいつと遊ばないといけないわけ？　と顔に書かれていた。

　あまり気が進まないのは自分も同じであるが、いざ相手にそうした態度をとられると、委縮した気持ちになる。やっぱり無理だと思って、母親に助けを求めようとした時――

「初めまして、クレア。俺はディーン。よろしくな。ところで、模型って知ってる？　父さんにこの前買ってもらった船の模型があるから、見せてあげるよ」

　兄のディーンがクレアへと手を差し出した。

　赤茶色の髪は弟と同じようにところどころ跳ねており、猫の目を思わせる琥珀色の瞳もやはりレオとそっくりだった。ただ違うのは、背の高さと、レオがつまらなそうに口を曲げているのに対して、ディーンはわくわくした様子で唇に弧を描いていることだった。

　彼はこの時十一歳で、年長者としての自覚がすでにあったのだろう。幼いクレアを怯えさせない態度で挨拶すると、興味を惹きそうな話題でクレアを子ども部屋へと誘った。

　クレアはディーンの笑顔と優しい雰囲気に、自然と手を伸ばし、彼の手を取っていた。

「よし。行くか」

「あ！　ディーン置いていくなよ！」

　レオも後から追いかけてきて、二人の母親はあら、まぁと笑い合った。






「母さんたち、絶対俺たちが邪魔で、追い出したかったんだ」

「まぁ、そう言うな。大人には大人の事情があるんだよ」

　廊下でもぶつくさ文句を言っていたレオを宥めながら、ディーンは子ども部屋の本棚の上の方に飾られていた船の模型を手に取り、クレアの目線に合わせて見せてくれた。

「ほら、これだよ」

　クレアは図鑑で何度か見たことのある船の模型をじっと見つめた。

「小さい……」

　クレアの感想に、ディーンが笑った。レオが隣に来て「当たり前じゃん」と口を挟んだ。

「模型だもん。大きいはずがないよ」

　別にクレアだって本物のサイズだとは思っていなかった。ただ想像していたより小さかったという意味で言ったのだが、レオのどこか強気な態度に上手く口が回らなかった。

「確かに本物と比べれば、小さいかもな。もっと大きいサイズもあるみたいだよ。俺、今度誕生日にねだって買ってもらうんだ」

「えー！　ディーンだけずるい！」

「おまえも誕生日にねだればいいだけだ」

　ディーンは模型を棚に戻し終えると、さて、と言うように腰に手を当てた。

「何して遊ぶ？」

「外で遊びたい！　クリケットしたい！」

「クレアにはまだ早いんじゃないか？」

「そんなことないよ！　この子、俺と同い年でしょ？　俺はずっと前からやり始めたし、できるよ」

　クレアが答える前にレオが素早く言い切った。クレアはあまり外で遊ぶことに気が進まず、そんな気持ちが顔に出ていたのか、ディーンがとりなしてくれる。

「服を汚したら母さんたちに叱られそうだし、やっぱり今日は家の中で遊ぼう」

「ええ～」

　レオは不服だとばかりに頬を膨らませる。

「あの、わたし、見ているから……だから、外で遊んでもいいよ」

　クレアは自分のせいでレオの機嫌が悪くなるのを恐れた。

　だから勇気を出してそう切り出せば、二人はちょっと目を丸くし、ディーンが表情を和らげて、レオはばつの悪そうな顔をした。

「ありがと、クレア。でもやっぱりさ、三人で遊んだ方が楽しいから中で遊ぼう。なっ、レオ。おまえもそれが一番いいよな？」

「……まぁ、クレアはお客様だからな」

　ディーンはクレアに顔を近づけ、「素直じゃないんだ」と弟の言葉を補足し、目が合うとウインクした。気づいたレオが怒ったようにディーンの名前を呼び、そう怒るなとディーンが弟の髪をくしゃくしゃにかき混ぜる。それでまたレオが怒るのだが……クレアの目には、二匹の動物が戯れているように映った。

「さて。それで何の遊びをするかだが……」

「カードゲームは？」

「そうだなぁ……」

　ディーンは黙っているクレアをちらりと見ると、何を思いついたのかニッと口角を上げた。

「よし。おままごとにしようか」

「おままごとぉ？」

　冗談だろ、とレオが露骨に嫌そうな顔をする。男の子ならば、そういう態度をとるのも無理ないかもしれない。クレアもディーンがおままごとを提案したのが意外だった。……たぶん、自分に気を遣ってくれたのだろう。

「たまにはいいじゃないか。クレアはおままごと、したことある？」

「うん……。ばあやと一緒に……お友達とも、何度かある」

「じゃあ、大丈夫だな。設定はそうだな……ごく平凡な家族の日常にしよう。両親がいて、娘と息子が一人ずつ。クレアは何の役がやりたい？」

「えっ……娘？」

「オッケー。レオは……」

「俺、絶対息子！」

　やりたくないという雰囲気を出していたのに、役は絶対これがいい！　とレオが断言する。

「わかった。なら俺は、母親役をやろうかな」

　まさかの女性役志望にクレアもレオも驚く。

「なんだよ、ディーン。おまえ女の役なんてやるなんて、おっかしいの！」

「おだまり！　レオ。おまえは何度言ったらお母様の言うことがわかるの？　そんな態度では、立派な殿方になれませんよ！」

　声色を変えていきなり説教し始めるディーンに、ニヤニヤ笑っていたレオが狼狽うろたえた様子で後退あとずさる。

「な、なんだよ。母さんみたいなこと言い出して」

「私はおまえの母親なんですから、何もおかしなことは言ってなくてよ！　それより早く朝食を食べなさい！　さ、クレアも！」

　二人はディーンのペースに乗せられたまま、子ども用の小さな椅子に座らされて積み木の朝食とやらを食べさせられた。もちろん振りであるが。

「さっ、クレア、レオ！　学校へ行く時間よ。鞄はきちんと持った？」

「母さん。父さんは？」

「お父様は我が家にはいないの。なぜなら冒険家で、遠い世界へ旅立ってしまったから！」

「ええ？」

「でも大丈夫。来年にはダイヤモンド鉱山を見つけて、我が家はうんと大金持ちになる予定だから！」

　わりと無茶苦茶な設定であるが、しょせんはおままごと。そしてありえない設定であるほど面白いのだ。

「さ。子どもたちも出て行ったから、隣の家の奥様とお茶でもしなくちゃ。――レオ、クレア。おまえたち、今度は奥様の役やれ」

「俺、執事の役やりたい！」

「じゃあ、紅茶とか出すんだ。あとほら……優雅なお辞儀とかな」

「うん！」

　なんだかんだ途中からレオもはまって執事の役を演じ、ディーンはさらにおしゃべりに夢中になる夫人を披露し、そのあまりの熱演ぶりにレオは腹を抱えて笑い出し、クレアも笑顔を浮かべていた。

　初対面の時から、ディーンはすごい人だった。






　その後もクレアは母親と共にウィルキンス伯爵家を訪れ、ディーンとレオの三人で遊んだ。クレアは意外にもレオの方と先に打ち解け、物怖じせず話せるようになった。レオはいつも遠慮なく思ったことを言うので、クレアの方もだんだん腹が立って言い返したくなってきた結果だ。年が同じということも、大きかったのだろう。

　もちろんディーンが嫌いというわけではなかった。彼はいつもすごく優しくて、紳士で、クレアのことを気遣ってくれる。だから……なんだか恥ずかしいような、むず痒い心地になって、上手く話せないことがあった。

「レオのやつ、家庭教師に出された宿題を忘れてたから、今急いで片付けてるんだ。というわけで、今日は俺と二人で遊ぼうな」

　緊急事態だ、とクレアは心の中で慌てふためく。

（ディーンと二人なんて……何を話せばいいの？）

　きょろきょろと視線を彷徨わせるクレアに、目線を合わせてしゃがみ込んでいたディーンは困った顔をする。

「俺と遊ぶのはいや？」

「そ、そんなことないよ！」

　勢いよく否定すれば、ディーンは瞬きして、にっこり笑った。

「よかった。なら、今日はいっぱい遊ぼう」

　優しい声でそう言うと、ディーンはクレアが退屈しないよう次から次へと遊びを変えた。おままごとやカードゲーム、積み木で城を作ったり、謎解きの絵本を読んだりと、本当に楽しそうな様子でクレアの相手をしてくれた。

　彼女が途中疲れた様子を見せると、メイドにおやつを持ってこさせ、彼の分のクッキーを分けてくれる。

「レオには内緒な」

　二人だけの秘密だと目を細めて微笑む表情にクレアは頬が熱くなるのを感じた。

　せっかくディーンがいろいろと気を遣ってくれているのに、いつもよりも言葉が出てこない。

「な、クレア。食べ終えたらさ、見てほしいものがあるんだ」

　何だろうと思っていると、ディーンが手と指を入れて操るクマのパペットを顔の前に掲げ、裏声で話し始めた。

「今から僕がとっておきのショーをお見せします。まずは口からお花を出してみせます」

　パカッと口の部分を開き、もう片方の手が口の中から外へと出て行く。クマの口から出てきたのは花……ではなく、細い紐で繋がれている小さな国旗であった。

「あれれ。おかしいな、お花のはずだったのに」

　その後もクマはあれこれと花を出そうとするが、鉛筆やリボンであったりと悉ことごとく失敗してしまう。

「あぁ、僕は何をやっても失敗してしまう。駄目なクマなんだ」

　クマは落ち込んでしくしく泣き出した。ディーンが演じているだけだとわかっていても、彼の演技が上手いせいか、クレアは見入ってしまう。

「負けないで、クマさん」

　クレアの小さな声援に、クマがぴくりと動く。

「可愛らしいお嬢さん。応援してくれるの？」

「うん。頑張って」

　クマは感動でプルプルと震え、「僕、頑張るよ！」と指を入れた腕の部分を器用に交差させ、うんうん唸り始める。だんだんクレアの方へ近づいてきて、そのまま鼻先に触れそうになったので、思わずぎゅっと目を瞑ってしまう。

「クレア」

　でもディーンの声に薄く目を開け、視界に映ったものに瞠目どうもくした。

「お嬢さん。どうぞ、受け取ってください」

　クマの口に小さな籠の取っ手が咥えられ、中には折り紙で作られた花が入っていた。

「すごい……」

　色の部分と裏側の白い部分を模様にした花や、立体的な花まである。大人でも折るのが難しそうだ。

「これ、ぜんぶディーンが折ったの？」

「ええ。私めとこのクマが協力して完成させたのです。気に入ってくれましたか？」

「うん！」

　ぱぁっと顔を輝かせて喜ぶクレアにディーンも白い歯を見せて笑った。

「やった！　クレアに喜んでもらえた」

　ディーンの眩しい笑顔に、クレアは目を奪われ、どきんと胸が高鳴った。

（あぁ、わたし、ディーンのことが……）

　好きなんだ、と悟った。まだ五歳だけど、立派な初恋だった。






　己の恋心を自覚したクレアは、それからますますディーンのことを意識してしまう。このままでは心臓が持たないかもしれないと、真剣に思い悩んでいたのだが、ディーンと会う機会がぐっと減り、その必要もなくなった。

　誕生日を迎えれば十三歳になるディーンが、王都の学院に入学することになったのだ。しかも自宅からの通いではなく、学院の寮に入ると言う。

「俺も最初は家から通おうかなと思ったけど、まぁ、みんな入るみたいだし。友達もその方が早くできるかなって。週末とかにはさ、ちょくちょく帰って来るつもりだよ」

　とは言うものの、遠い世界に彼一人だけ旅立ってしまうようで、クレアは内心ショックを受けた。そしてそれは弟のレオも同じだった。

「ディーンだけずるい」

　悔しそうに顔を歪ませて兄を責めるレオの表情はどこか泣きそうに見えた。彼もまた、兄が家から離れることが寂しくてたまらないのだ。それは付き合いの短いクレアよりずっと寂しくて、辛い気持ちかもしれない。ディーンが慰めるようにレオの頭を撫でてやる。

「おまえもあと少ししたら、通えるから」

「俺が入学する時は、ディーンはもう卒業しちゃうじゃん！」

　レオの言う通りだ。彼は兄と一緒に学院に通いたかったのだ。クレアも……。

「レオ。頑張って、大きくなろう」

　クレアの励ましに、二人は揃って驚いた表情をする。彼女とて、ディーンと一緒に通えないのはとても辛い。でも、その気持ちをディーンにぶつけても、彼を困らせるだけだし、今後あまり会えなくなる彼との最後の思い出にはしたくなかった。

「……ああ、そうだな。俺たちが入学したら、ディーンの時より、ずっと良い成績とって、あっと驚かしてやる」

　レオは眉尻を吊り上げ、挑むように兄を見上げた。ディーンはそんな弟の態度に口の端をニッと上げる。

「ああ、楽しみにしてるよ。でも俺、それなりに器用だから、たぶん上位狙えそうな気するんだよなぁ。とても二人が超えられるとは思えないけど……ま、レオもクレアも頑張りな」

「腹立つ！　絶対に超えられるから！　余裕だから！　なっ、クレア」

「う、うん……頑張る！」

　各々意気込む二人をディーンはやっぱり面白そうにからかったが、眼差しは優しかった。

　その後三人でお別れ会のようなものをして、レオが母親に呼ばれて席を外した時、ディーンがクレアに「ありがとな」と切り出した。

「レオのこと勇気づけてくれて。あいつも女の子の前では泣きたくないと思うからさ」

「……家族だけの時は、泣いちゃう？」

　かもな、とディーンは笑った。

「ツンツンしてるけど、すごく俺のこと好きだから。最近、夜も一緒に寝たいって寝床に入ってくるんだ。俺が寂しくならないようにって言い訳しながら。可愛いだろう？」

　クレアは俯いて、きゅっと自身の手を握りしめた。

（レオはいいな……）

　ディーンとの残り少ない日々を自分よりもずっと多く過ごせる。独り占めできる。羨ましい。ずるい、と思った。

「わたしも……ディーンに会えなくなるの、寂しい」

　レオはまた別の日に泣くのだろうが、クレアは我慢できず、その場で泣いてしまった。涙を見せたことで、ディーンが慌てる。

「クレア。本当に、週末には帰って来るよ。一生会えなくなるわけじゃないから」

「うん……わかってる」

　ディーンは困った様子で、必死でクレアを慰めようとあれこれと言葉をかけてくる。彼を困らせたいわけではなかった。笑って見送るのが正しいのだと思う。

　でも心はどうしようもなく寂しくて、涙が止まらなかった。先に進んでしまうディーンに自分はどうやっても追いつけないことを、幼いながらにも心のどこかで理解してしまったのかもしれない。






　学院に入学したディーンはすぐに新しい環境に馴染み、友達とも上手くやれているそうだ。

「背もグーンと大きくなって、帰ってくる度に俺の頭をくしゃくしゃに撫で回すんだぜ？　俺は犬じゃないっての」

　愚痴を零すレオは不満げな顔をしながら、どこか嬉しそうでもあった。週末に帰って来たディーンに相手をしてもらえて、本当はすごく嬉しかったのだろう。

「いいな、レオは。ディーンと会えて……」

「クレアもくればよかったじゃん」

「だって、その日は他の子たちからお茶会に招待されていたもの」

　クレアも交流の範囲が広がり、年頃の令嬢との付き合いが増えた。レオもだ。同世代の男の子に勉強やスポーツで対抗心を燃やしているらしい。

　他の令嬢たちとの交流に時間を割くようになったぶん、レオと会う頻度はずいぶんと減った。今こうして彼と話すのも、なんだかひどく久しぶりに感じる。

　母親同士がお茶会をするので、流れで一緒についてきたが、今後はそうもいかないだろう。クレアがそう言えば、レオはなんで？　という顔をした。

「別にいいだろ。兄貴のこと、知りたいだろ」

　いつの間にかディーンのことを兄貴と呼ぶようになったレオの顔をまじまじと見て、クレアは小さく頷く。

「じゃあ今まで通り来いよ。クレアのことも、兄貴にいろいろ話しといてやるからさ」

「変なこと、言わないでね」

「別にいつも言ってないだろ」

　ディーンが好きだということは、レオにはばれている……気がする。でも特に茶化したりはしないので、正直よくわからない。

　なんにせよ、まだディーンとの縁が切れないようで安堵した。

　それから月日は流れて――

「クレア。これ、兄貴から」

「えっ。わたしに？」

　レオが手渡したのは、一年で最後の月の祝日によく渡されるカードだった。ありふれた文面ではあったが、ディーンの文字で『クレアへ』と綴つづられており、どきどきした。

「冬休みには帰って来るらしいよ。パーティーしようぜ」

「わたしも参加していいの？」

「当たり前だろ。兄貴だってそうカードに書いているだろ？」

　確かに書いてある。でも社交辞令のようなものかもしれないと思って、クレアは本当に自分が参加してもいいのか迷った。それに――

「久しぶりに会うから、何だか緊張しちゃう……」

　最高学年になったディーンは格段と忙しくなったようで、週末もあまり帰って来なくなった。やらなければならないことが山のようにあるらしい。

「兄貴も十八歳。それで俺たちも来年は学院に入学か」

　レオの言葉には、どこかようやく、という響きが込められていた。入学できることは嬉しいが、ディーンと一緒に通えないのは残念だという気持ちが伝わってくる。

　クレアも同じだった。

（ディーンと一度くらい、校舎を一緒に歩きたかったな）

　同じ制服を着て。

　白いシャツに黒のベスト、紺色のジャケットとスラックスを着たディーンはクレアが思わず笑ってしまうような話題をごく自然に提供してくれるだろう。

　クレアはその話を聞きながら、次第にそわそわした態度になっていく。ディーンは当然気づいて「どうした？」と優しく問いかけてくれるはずだ。立ち止まったクレアはディーンを見つめて、勇気を出して伝えるのだ。

　ディーンのことが昔からずっと好きなの。わたしと付き合ってください、と……。

（それでもし、付き合えたら、わたしのリボンとディーンのタイを交換して……なんて、無理だよね）

　叶わない願いであるが、クレアはどうしても夢見てしまうのだった。






「クレア、久しぶり！　大きくなったなぁ！」

　レオの勧めもあり、パーティーに参加したクレアはさっそくディーンに声をかけられてどきりとする。前髪を上げ、黒のフロックコートに袖を通した彼はとてもかっこよかった。

「いや、大きくなっただけじゃないか。可愛いし、綺麗になった。女の子の成長は早いなぁ」

「兄貴、親戚のおっさんみたい」

　近くにいたレオが話に加わってくる。

「え、マジ？」

「マジ。あとなんか、こう……言い方が犯罪者っぽい？」

「ええっ」

　ショックを受けるディーンにクレアは慌ててとりなす。

「レオ言葉遣い！　あの、ディーン。わたしは大丈夫だから。その……褒めてもらえて嬉しい」

「ほんと？　よかったー！　クレアは相変わらず優しいな」

　くしゃりと笑う顔は大人びた雰囲気から一気に無邪気な少年のように変わり、クレアは胸がときめく。どんな表情をしていても、ディーンは素敵だ。

「クレアは兄貴に甘いよな。俺にも、もっとその優しさを与えるべきだね」

「あら。いつも優しくしてるじゃない」

「いや。この前なんて、たかがクッキー一枚でネチネチ文句言ってきて――」

「たかがじゃないもん！　わたし伯爵家で出されるクッキー大好きなのに、先に食べちゃったからってレオがわたしの分まで横からひょいと奪って……」

　クレアはそこではたと口をつぐむ。恐る恐るディーンの方を見れば、彼はしげしげと観察するように自分とレオの二人を眺めていた。そして視線に気づくと、にっこり笑う。

「いやぁ。二人とも、本当に仲が良いな！」

　ディーンの何気ない言葉にクレアはガーンとショックを受ける。

　彼に子どもっぽいところを見られてしまった。食い意地が張っていると思われたらどうしよう。何より、レオと仲が良いなんて……。

（やっぱりディーンにとって、わたしはどこまでも妹のような存在なんだろうな……）

　仕方がないと思っても、恋心は深く痛手を負い、悲しくなった。

「何言ってるんだよ。それより兄貴、卒業したらずっと家にいるわけ？」

「そうだな。親父のやってることとかを少しずつ教えてもらいながら、ゆくゆくは跡を継ぐつもりだよ」

　ディーンの父親は伯爵位を賜っており、領地経営は信頼できるものに任せて、本人は芸術家を支援する活動に熱を入れている。時間を作ってはいろんな国に足を運んでおり、あまり屋敷にはいないそうだ。

「最低限家のことはやってるけど、もっと支援活動に専念したいって言ってたな」

「それで面倒なことは兄貴に押し付けようってことか」

「そういうこと。よくわかっているじゃないか」

　ディーンはあくまでも明るい調子であるが、きっと大変なんだろうなとクレアは思った。

「ふぅん。つまり今度は兄貴がずっと家にいて、俺たちが学院に通ってたまに帰って来る生活になるんだな。兄貴、寂しがるなよ？」

　レオが茶化すように言うと、ディーンは笑っていた。彼が寂しがるなんて、クレアには想像できなかった。






　ディーンがそうだったように、クレアもレオも学院の寮に入った。最初は慣れない環境も相まって家が恋しくてたまらなかったが、友人が一人二人でき始め、学院の生活にも慣れてくると、次第に孤独な感情は薄れていった。

　何より毎日覚えることがたくさんあって、課題に追われて、友達と過ごす何気ない時間が楽しくてたまらなかった。

　でもふとした瞬間に思う。

（ディーン、今頃何してるのかな）

　卒業して伯爵家に戻ってきたディーンには、レオの誘いもあって何度か会っている。父親の跡を継ぐのはなかなか大変なのか、会う度にどこか疲れているように見えた。

「ディーン。難しいかもしれないけど、あんまり無理しないでね」

　クレアが心配からついそう言ってしまうと、ディーンは目を丸くしたのち、優しく微笑んだ。

「ありがとう、クレア」

　お礼を言われることは何もしていない。むしろ自分がもっと大人であれば、ディーンもレオのように日頃の愚痴を零してくれたかもしれない。六歳という年の差がもどかしく、早く大人になりたかった。

　いつからかそう思うようになったクレアはもともと真面目な性格にさらに磨きをかけ、勉学や苦手な運動にいっそう真摯に取り組んで、与えられる課題をいつも完璧に近い形でこなすようになった。

「クレア。前期の期末試験、学年で十位以内に入ったんだって？」

　おかげで成績も優秀と評価され、教師や友人にも一目置かれる存在となったが、注目されることが苦手な彼女はやはり謙虚な態度で努力を怠らなかった。

　そんな時だ。両親に家へ帰ってくるよう言われて、いつになく真面目な表情で告げられたのは。

「わたしがディーンと婚約？」

　あと数カ月で十六歳になるクレアに婚約の話が持ち上がるのは別に不思議なことではない。貴族の令嬢ならば、次の世代に家を繋いでいく義務がある。もっと幼い頃から婚約を結んでいる家もあった。

　だから何ら不思議ではなかったのだが、相手がディーンであることでクレアは動揺した。

「どうかしら？　あなたたちは幼い頃からの付き合いだし、お互い気心が知れて、決して悪くない相手だと思うのだけれど」

　母親にそう問われ、もちろん断りたいなどという気持ちはなかった。

（でも、伯爵家は……ディーンは、わたしでいいのかな）

「婚約の申し出は、ウィルキンス伯爵様からいただいた話でしょうか」

「そう、ね。というより、どちらとも、かしら」

　何でも仲が良い母親同士で、子どもたちが大きくなったら結婚させようという話を以前からしていたようで、クレアも年頃になったのでそろそろいいだろうと話が進んだらしい。

「我が家にはわたしの他に跡継ぎがいません。……結婚するのならば、レオの方が適任ではないのでしょうか」

　レオがクレアの家に婿入りする方が、両親としては都合がいいのではないか。

　クレアがそう問うと、父親も鷹揚おうように頷いた。

「そうだね。でもクレアの子どもを跡継ぎにすることも可能だから、ウィルキンス伯爵の家へ嫁入りしても特に問題はない。まぁ、その場合は子どもを二人産むことになるのだがね……他にも、おまえが特に嫌でなければ、親類の誰かに跡を継がせることも可能だ。私たちにはあまりそのへんのこだわりはないから、いずれにせよ気にする必要はないよ」

　クレアの意思を尊重すると父に言われ、クレアは考え込むように黙り込んだ。やがて勇気を出して、自分の気持ちを伝える。

「あの、もしディーンが嫌でなければ……婚約の話をお受けしたいと思います」

　でもその言葉は、後から考えれば卑怯だったかもしれない。

　だってディーンは優しくて、いつだってクレアの気持ちを大事にしてくれた。

　だからたとえクレアとの結婚が本当は気が進まなくても、自分の気持ちは心の中に押し留めて承諾しただろう。

　でもこの時のクレアはディーンと一緒になれるかもしれない未来に心が弾んでしまい、そこまで考える余裕がなかった。






「これからよろしくな、クレア」

　クレアがそのことに気づいたのは、婚約を正式に結ぶためにディーンと顔合わせした時だ。ディーンの笑顔で我に返り、冷静さを通り越して、不安が一気に押し寄せる。

「クレア？」

「あの、ディーンは……本当にわたしでいいの？」

「え？　もちろん。クレアとだったら、上手くやっていける自信あるもん」

「そう……」

　本心、だと思いたい。疑ったら彼に対して失礼だ。

（それにやっぱり、わたしもディーンが好きだもの）

　溢れ出す彼への気持ちを今一度自覚しながら、クレアは背筋をピンと伸ばし、いつもは恥ずかしくて逸らしがちな彼の視線を真っ直ぐ受け止めた。

「至らぬ点もあると思いますが、これからどうぞよろしくお願いします」

　ディーンは目を見開き、次いでこちらこそ、というように柔らかく微笑んだのだった。

　晴れてディーンの婚約者となったものの、二人の交流はこれまで通りだった。むしろ、クレアの学年が上がるにつれてその時間は減っていった。

「ごめんなさい。次の週末は研究発表会の練習で、どうしても土日に集まる必要があって……」

　休みの日。ウィルキンス家に遊びに来ていたクレアは彼のいる執務室で謝った。

「あー……そういえば、俺たちも休みの日に練習したなぁ。休むと他のメンバーに恨まれて面倒なことになるんだよな。うん。なら仕方ない。いいよ。頑張っておいで」

「ごめんね、ディーン」

　せっかく彼と二人きりでお茶を楽しめると思ったのに。

　がっかりするクレアをディーンは優しく慰めてくれる。

「学生の本分は勉強だから、そっちを優先するのは当然だろ。結婚したら毎日ずっと一緒にいられる。今は恋人らしく、会えない時間も楽しもう」

　そう言うと、抽斗ひきだしを開けてごそごそと何かを取り出した。白い封筒の束だった。

「ほら、見て。これ、クレアがくれた手紙。俺ね、疲れた時とか、もう嫌だー！　って、なった時、クレアの手紙読んで癒されてるんだ」

　ディーンの思わぬ告白にクレアは驚き、じわじわと頬を赤くさせた。

「……実はわたしも、眠る前にディーンからもらった手紙、読んでるの」

「えっ、ほんと!?」

　本当だと頷けば、ディーンはクレアを凝視したのち、やがて嬉しそうに笑った。

　その笑顔が本当に素敵で、クレアはどきどきしながらしっかりと目に焼きつける。

（わたし、ディーンのことが好き。大好き……）

　その想いは子どもの頃からずっと変わらない。それどころかますます膨らんでいく。

（ディーンにもわたしのこと好きになってほしい。ディーンに相応しい人になりたい）

　彼は婚約者になって、ますます優しく自分を気遣ってくれるようになった。誕生日や婚約して一年目のお祝いだとか、いろんな理由を見つけて贈り物もしてくれる。全部クレアの好きそうなものだ。態度や言葉できちんと好意を示してくれている。幸せだ。

　それでもクレアはふとした瞬間に不安になってしまう。

　だってディーンはこんなに素敵な人だから。ディーンのことが大好きだから。

　努力はしているけれど、彼にもっと相応しい人がいるのではないかと考えてしまう。

　そして、もしこの先、自分以外の女性を好きになってしまったら――想像しただけで泣きたくなる。

（そもそもそんなこと考えたくない！）

「クレア？」

　突然ぶんぶん首を横に振り出したクレアにディーンがどうしたと驚く。慌てて何でもないと誤魔化す。

「えっと、その……ディーンのお嫁さんになれるの、楽しみだなって思って……」

「クレア……あぁ、俺も楽しみだよ。本当に、すごく」

　普段のディーンにしてはどこか噛みしめるような、仄暗さを感じるものだったが、自分の醜態に気をとられていたクレアは気づかなかった。

















第二章　結婚生活












　学生生活は毎日が忙しくて、でも振り返ると本当にあっという間だった。普通ならもっと余韻に浸るべきなのだろうが、クレアはすぐにディーンとの新しい生活で頭がいっぱいになった。

　在学中から少しずつ準備は進めていたので挙式の方は問題なさそうだが、他にも新居へ引っ越すための荷物の整理や互いの両親への顔合わせなど、すべきことは山のようにあった。

　おかげでそれら全てを乗り越えて迎えた結婚式の当日、クレアは万感の思いだった。

「うう……クレア、大きくなったなぁ」

　父は滂沱ぼうだの涙を流しながら娘の幸せを祝福し、花婿であるディーンのもとへ導いた。

　ディーンはクレアと同じ白を基調とした正装に身を包んでおり、いつもはピンと跳ねている毛先も今日は後ろに綺麗に撫でつけている。

（とっても素敵……）

「クレア、すごく綺麗だよ」

　ディーンが目を細め、おいでと言うように手を差し出す。クレアは父が頷くのを確かめると、ゆっくりと父の腕から手を離し、ディーンのもとへ歩み寄った。

　触れる指先はしっかりと握りしめられ、二人は神父に向き合うと夫婦として添い遂げることを誓い合った。






　その後ディーンと共に屋根のない四輪馬車に乗って新居となる屋敷へ移動した。そこに招待客が集まり、披露宴が始まった。クレアが余興や豪華な食事を楽しむ人々を眺めていると、ディーンの友人たちに挨拶された。

「ディーンもついに結婚か！」

「まだまだ一緒に独身を謳歌したかったが、幸せになれよ」

　砕けた様子で次々と祝いの言葉を述べられ、慕われているのが見て取れた。自分の知らない学生時代のディーンのことも教えられて、新鮮に思うと同時に寂しいような、複雑な気持ちにもなった。

　そしてそんな披露宴も無事に終わり、客人たちも帰って行った。






　寝支度を手伝っていたメイドが失礼しますと頭を下げて部屋を退出すると、寝台の縁に腰かけていたクレアはほっと息をつく。

（無事に終わって、よかった）

　だがすぐにガチャリと扉が開き、水滴をまだ髪に残した状態でディーンが入ってきた。

「クレア」

「ディーン。まだ髪が濡れているわ」

「あぁ、ごめん」

　わしゃわしゃと首にかけていたタオルで乱雑に拭うので、クレアは代わりに拭いてやろうと手を伸ばす。ディーンはされるがまま頭を差し出し、へへっと少年のように笑った。

「今日のクレア、すごく綺麗だったよ」

「ありがとう」

「あと一日……いや、三日、一週間くらいあの姿でいてほしかったな」

「そんなに？」

　披露宴の間だけでなく、湯浴みするために脱ぐ時も待ったをかけて、ディーンはクレアの花嫁姿を見ていた。それこそ、じっくりと目に焼きつけるように。あれでまだ足りなかったというのか。

（でも……）

「わたしも……ディーンの衣装、とても素敵だったから、ずっと見ていたいかも」

　独り言のように呟いた言葉に、ディーンが顔を上げる。クレアがはっと我に返ると、髪を拭いていた手にディーンの掌が重なった。

「クレア。そんなこと言われると、もう我慢できない」

　何を我慢するか。初夜にすることなど一つしかないので、クレアはディーンの恋い焦がれるようにも見える表情に一気に心拍数が跳ね上がった。顔も熱く、言葉も上手く出てこない。

「あ……」

　彼の大きな掌が、今度は頬に触れ、よく見ようと下から覗き込んでくる。クレアの瞳は揺れ、それでも大好きな人の目を見つめ返した。

　ディーンの顔がゆっくりと近づいてきて、耐えきれず目を瞑ってしまう。同時に唇に柔らかな感触を受け、背中を抱き寄せられた。

「んっ……」

　クレアは少しだけ目を開けて、またすぐに閉じてしまう。ディーンの顔を直視する勇気がなかったからだ。

「クレア。目、開けてくれないの？」

　どこか面白がるようにディーンが言うが、首を振って拒んだ。彼はまたくすりと笑い、次々と短いキスを落としてくる。そうしてクレアが息をするために口を開けば、見計らったように舌先を入れてきたので、彼女は驚いてぱっと目を開けた。

　ディーンは悪戯が成功したとばかりに目を細め、さらに深く舌を捻じ込んで、クレアの咥内こうないを弄いじってきた。

「ん、んっ……」

　歯列をなぞられ、互いの舌が絡みあう状況に、クレアは頭の中が沸騰しそうになる。呼吸も上手くできなくて、どちらのものとわからない唾液を必死で嚥下えんかして、ディーンの存在を肌で感じる。

「――っ、はぁ、はぁ……」

　ようやく口が離れ、クレアは思いきり息を吐いて吸った。

「ごめん。苦しかった？」

　苦しかったが、首を横に振って大丈夫だと伝える。心臓は痛いくらいどきどきしているが、嫌だと思う感情はなかった。

　そんなクレアを愛おしそうにディーンは見つめ、腕の中に抱きしめた。

「好きだよ、クレア」

　クレアの胸は喜びであふれ、しばし呆然とする。だが我に返り、「わ、わたしも」と慌てて口にすれば、そのまま身体が傾き、ディーンに押し倒される格好となっていた。

「クレアは本当に可愛いな……」

　ディーンはどこか熱に浮かされたような表情と口調でそう言うと、また口づけしてきた。さらに今度は彼の指がクレアの柔らかな髪や小さな耳朶じだ、上気した頬に、どきどきと高鳴る胸へと触れてくる。

「ぁ……」

　ディーンに触れられる度にクレアの身体は反応し、彼にしか聞こえないであろう小さな声を漏らした。その声さえ欲しいというようにディーンは深く口づけし、クレアが少し苦しくなってくると、また口を離して蕩けそうな微笑で囁いた。

「服、脱がせるね」

　クレアは恥ずかしくて小さく頷くことしかできない。ただディーンの手を煩わせないよう、腕を上げたり、身体を浮かせて脱がせるのを手伝った。

　もともと脱ぎ着しやすいような夜着である。あっという間に一糸纏わぬ姿にされ、心もとない気持ちになる。もちろん羞恥心もあり、日に焼けていない白い肌がうっすらと赤く染まっていく。

「あの、ディーン……」

　彼はじっとクレアの裸体を――特に胸のあたりを凝視してくる。いつもなら何か言ってくれるだろうに、今はそれもないので、さすがに耐え難くなって胸を手で隠してしまう。その恥ずかしそうに目を伏せるクレアの表情も、ディーンは食い入るように見ていたのだが、彼女は気づかなかった。

　ディーンは身を屈めてクレアの腕をやんわりとどかせると、形の良い乳房を包み込むようにして揉んでいく。

「柔らかい……」

　ぽつりと呟かれた言葉にクレアは顔を手で覆ってしまう。ディーンはやわやわと胸の感触を堪能し、やがて先端の実を指先で執拗に弄ってきた。

「んっ……」

　クレアはまた変な声が出てしまいそうだったので、口に手の甲を押し当て、目をきゅっと瞑って逃げた。視界を塞いだぶん、与えられる刺激により敏感に反応してしまうことには、気づいてもどうしようもなかった。大好きな人が自分の胸を愛撫して、でも自分は醜態を晒してしまいそうで、どうすればいいかわからず、もういっぱいいっぱいだったのだ。

　そんなクレアをディーンはさらに翻弄してくる。

「あ、んっ」

　突然胸の先端に指とは違う刺激を与えられ、思わずクレアは目をぱっと見開いた。

　すると眼下にツンと硬く勃ち上がった蕾が目に映る。それを舐めているディーンの姿も。

「やっ、ディーン……」

　まさかそんなところを舐められると思っていなかったクレアは狼狽えて、彼を押しやろうとする。

　しかしそんなに力が込められていなかったことと、ディーンもクレアのそうした反応は見越していたのか、指先を絡めて封じてしまう。そしてどこか見せつけるようにしてクレアの蕾を舐めてくる。貞淑に育てられてきた心が見てはいけないと咎めるものの、真っ赤な舌先の淫靡な動きから目が逸らせなかった。

　乳輪をくるりとなぞり、硬く尖った蕾を突き、唾液でいやらしく濡れて光っていく光景に、クレアの心も妖しく乱れていく。無意識のうちに脚を擦りつけ、もどかしい疼きをお腹の奥から感じ始めていた。

「んっ……ぁ、あっ……」

「クレア。声、我慢しないでいいんだよ？」

　いやいやと首を振る。

「可愛いから、聞きたいんだ」

（ずるい）

　甘えるようにお願いされて、クレアは胸がきゅんとして、少し腹立たしい気持ちにもなった。だから繋いでいた指先を解かせ、ディーンの頬に手を添えて恨みがましい目で睨んだが、その目は潤んでおり、彼の情欲を掻き立てるだけだった。

「そんな目で睨んでも、可愛いだけだ」

「んっ……ディーンっ……ふ、ぅ、待って、そんな吸っちゃ、あんっ」

　唇を塞がれて、指できゅっと先端を摘まれたと思えば、舌で舐めて赤子のように吸われてしまう。恥ずかしいのに変な気持ちになってきて、形容しがたい何かが蓄積されていく。

「はぁ……クレア、可愛い……」

　身体をくねらせて悩ましい声を上げ続けるクレアにディーンもどこか冷静さを欠いた様子で、徐々に身体を下げていく。口づけを落としながらしっとりと汗ばんでいる肌を堪能し、太股に手を這わせたかと思うと、いきなり大きく左右に開かせた。

「きゃっ、ディーン!?」

　秘所を露わにされ、クレアは慌てる。待って、と声をかけても、ディーンは動きを封じて顔を寄せた。そして――

「っ……」

　ふっくらとした陰唇に口づけされ、びくりと震える。彼は怯える必要はないと教えるように舌先でぺろぺろと舐めていく。

「ぁ……や、だめ……ん、ん……」

　彼の舌先は何度も往復して陰唇を舐めていく。そのうち固く閉じられていた花びらはゆっくりと綻んでいき、中から蜜を零し始めた。彼はそれを舌で掬うと、小さな突起にせっせと塗り込んでいく。

（そこ、舐められると、なんだか……）

　他の場所と比べて、より敏感に反応してしまう。腰や尻を揺らすクレアにディーンはますます熱心に舌を動かす。そうすると奥からさらに淫水が湧き、小さな蕾は大きく膨らんでいく。今まで感じたことのないこの感覚は気持ちがいいと言うのだろうか。

「あ……」

　そんなことを考えていたクレアは、花びらの中に何かが差し込まれた違和感に下を見る。舌でずっと愛撫していたディーンが指を使い始めたのだ。

「指、入れるの？」

「うん。痛い？」

「痛くはない、けど……」

　ディーンが決して自分を傷つける意図がないことは理解している。

　しかし指という異物が入ることに、爪が当たったらどうしようという恐怖が湧いた。

「わかった。じゃあ、指は使わない」

「でも……」

「その代わり、たくさん舐めるね」

「えっ？　……あ、待って、あぁっ」

　指の代わりにディーンは舌で奉仕し、蜜を溢れさせる。花びらはもうしとどに濡れ、彼女は次第に何かに追いつめられていく。

「や、ディーン、何かきちゃう……っ」

　ディーンの手に縋れば、彼は大丈夫だと言うようにぎゅっと握り返してきた。彼女はそれを信じて――というより、もう考える暇もなく、蕾を吸うように口づけされた瞬間、頭の中が真っ白に塗り替えられた。

「あ、んっ――――」

　弓なりに腰を反らせ、命綱を離さないように強くディーンの手を握りしめて、か細い声を上げていた。奥からどっと愛液が溢れ、窄まりの方へ零れ落ちていく。

　初めての経験にクレアはくったりとシーツに身を沈め、胸を上下させた。

「大丈夫？」

　ディーンの声に閉じていた目を開け、緩慢な動きで首を縦に振る。

「ディーン。今の……」

「達したんだよ。えっと、女性なりに快感を得た、ってこと」

「女の人も、気持ちよくなっていいの？」

　クレアの言葉にディーンは目を丸くし、微笑んだ。

「当然だよ。むしろそうなってくれないと、俺はとても悲しい」

「悲しいの？」

「だって好きな子には気持ちよくなってほしいだろう」

　クレアはディーンの言葉にじんわりと心が温かくなり、彼にもっと甘えたい気持ちになった。

「ディーン」

　腕を伸ばし、抱きしめてと伝える。ディーンは笑みを深めて身を屈めると、身体を密着させて抱きしめてくれた。目が合うと、どちらともなく顔を寄せ、口づけし合う。呼吸がまた乱れていき、苦しいのに気持ちがよくて、とろんとした表情でクレアはディーンの背中に腕を回す。彼はまだ服を着ていたので、どうせなら互いに肌を触れ合わせたいと思うものの、彼の唇が首筋に当たってくすぐったくて、考えていることが口にできない。

「クレア。一つになりたい」

　耳元で囁かれた願いに、クレアは頷いていた。それが具体的にどういう行為かはわからなかったが、彼女はディーンの言うことに逆らうつもりは微塵もなかった。

　クレアの了承を得た彼は起き上がり、ガウンを脱いだ。生まれて初めて見る異性の身体に一瞬目を逸らしてしまうものの、また恐る恐る見てしまう。

「怖い？」

「いいえ。見慣れないから、その……よくわからないけど、とても綺麗だと思う」

　クレアとは違い、筋肉がついており、けっこうがっしりとしている。見ているとなんだかどきどきしてくる。下の方は見る勇気がなかったので、上半身だけ見てそう思った。

　クレアの率直な感想にディーンは笑みを浮かべ、ありがとうとお礼を述べた。頓珍漢なことを言ってしまったかもしれないと後悔している間に脚がまた大きく開かれ、蜜口に濡れた硬い何かが宛てがわれる。

　目にして、動揺する。そして先ほど言われた「繋がる」という言葉の意味を理解した。

「ディーン、それ……」

「うん。これを今から、クレアの中に挿れる」

　指よりもずっと大きかった。赤黒くて、けっこう……かなりグロテスクな見た目をしている。

「ごめん。怖いよな。でも、ゆっくり挿れるから」

　やめよう、とディーンは言わなかった。クレアが泣いて嫌がればきっとやめてくれるだろうが、彼女はそんなことをしようとは思わなかった。

「わかった。ディーン、きて……」

「クレア……」

　ディーンは何かを堪えるような表情をした後、自身の分身をゆっくりと挿入してきた。

「っ……」

　それは隘路あいろに熱塊を無理矢理捩じ込むような、痛みを伴う行為であった。一つに繋がるとはこんなにも大変なものかと身をもって思い知らされる。自分だけでなく、ディーンもまた苦しそうな顔をしている。しかしそうした表情はどこか色っぽく、こんな状況だというのにクレアは見惚れてしまう。

「うぅ……クレア、もう少し、力、抜ける？」

「あ……抜くって、どうすれば、いいの？」

「そう、だな……息を吐いて……吸って……」

　言いながらディーンはクレアの胸の突起をくにくにと触り、ちゅぱちゅぱと舐めて吸ったりする。そうするとクレアは痛みだけでなく快感も覚え、身体の強張りが少し解けた。

　ディーンは荒い息を吐きながら熱杭をさらに奥へ捩じ込めていき、クレアを労わりながらすべて中へ収めきった。その時にはすでにお互いに息絶え絶えで、クレアは苦痛の中に彼と無事一つになれた喜びを噛みしめる。

「あぁ……すごく、いい……蕩けそうだ」

　恍惚とした表情で述べるディーンの言葉に、クレアは驚く。

「ディーン、気持ちいいの？」

　感じ入っていた彼は目を開き、愛おしそうに自分を見つめる。

「もちろん。すごく、気持ちいい。クレアの中、温かくて、きつくて、俺のに甘えるように絡みついてきて、ううっ……」

　よくわからないが、とても恥ずかしいことを言われている気がして、クレアはディーンのものを無意識に締めつけてしまう。ディーンが歯を食いしばって何かに耐えている。彼を困らせたくないのだが、クレアの意思に反して身体は反応してしまう。

「悪い、クレア……もう、動いてもいいか？」

「ええ。ディーンの好きにして……」

　彼と一つになれた今、小さい頃から少しずつ育ってきた恋心は膨れ上がって、もう抑えきれなかった。彼が好きで、彼に気持ちよくなってほしい。彼の望むまま、自分のすべてを差し出したかった。

　これまでのクレアからは考えられないほど情熱的で、健気にも思える言葉は、ディーンを瞠目させ、困ったような顔にさせた。

「そんな可愛いこと言われたら、野獣みたいに襲うぞ」

「ディーンになら、いいわ」

　あなたが好きだから。わたしのすべてをあげたいの。
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　クレアがそう伝える前にディーンに深く口づけされる。熱杭をゆっくりと引き抜かれ、すべてを抜き終わる前にまたずぶりと根元まで打ち込まれた。

「あぁっ……」

「っ、クレアっ、好きだ……はぁ、ずっと、おまえのことが……」

　ずぶずぶと肉棒が隘路を行き来し、擦られた蜜壁は愛液を溢れさせ、淫らな水音を響かせた。彼に突かれる度に甘い声が出て、それにディーンの荒い息が重なる。眉根を寄せ、自分を見つめる瞳に浮かぶ情欲の炎にクレアは痛みに勝る悦びを覚え、ディーンにしがみつき、彼が欲しいと求めた。それにディーンの男根はいっそう硬く膨れ、身体全体を揺さぶるような激しい腰の動きをする。

「ディーン、わたし、もう……あ、んっ――」

　クレアが耐え切れず高みに昇ると、ディーンもすぐに後を追った。蜜襞は蠢くように収縮し、射精したディーンのものを一滴残らず搾り取ろうとする。彼もそれを望むようにぐっ、ぐっとクレアの中に練り込めてくる。

「ん……んっ……」

　達した余韻もあり、クレアはそうしたディーンの行為にも身悶えしてしまう。吐息のような声で喘ぐクレアを宥めるようにディーンはこめかみや頬に口づけし、耳元で彼女の名前を呼ぶ。

　気怠い状態で目をゆっくりと開くと、彼は自分を見つめており、その目は雄弁に語っていた。だからクレアも、同じ想いを返す。

「ディーン。あなたが、好き。大好き……」

「あぁ、俺もだよ、クレア……」

　ディーンが優しい声で同じ言葉を囁いてくれる。

　とても幸せで、クレアはそのままもう一度目を閉じて眠りに落ちた。






　次の日。外の明るさで目を覚ましたクレアは、一瞬ここがどこかわからなかった。

（わたし……あ、そうだ。ディーンとようやく結婚できて、それで……）

『好きだよ、クレア』

『クレア、可愛い……』

『クレアっ、好きだ』

　昨夜のディーンの声や表情を思い出したクレアは顔を真っ赤にして、シーツを被って身体を丸めた。

（わたし、ディーンとあんなこと！　……でも、ディーンすごく素敵だった。あぁ、でも！）

「クレア。まだ寝てる？」

　頭の中で考えていた人の声が聞こえ、クレアはぎくりとする。

　慌ててシーツから顔を出せば、すでに白いシャツと黒のスラックスに着替えていたディーンが顔を覗き込んでくる。

「お腹空いていない？　朝食持ってきたんだけど……あ、その前に水飲む？　喉渇いただろう」

「う、うん」

　シーツを纏ったまま起き上がると、ディーンがちょっと待っていてとワゴンに載せてある水差しから水を注いで持ってくる。コップを手渡され、クレアは喉の渇きを癒した。

「ありがとう」

「いいえ、どういたしまして。それより……身体はどう？」

　クレアは頬を染めて俯き加減に大丈夫だと答える。

「痛かっただろう？　ごめんな、俺、がっついて」

「いえ、その……」

　クレアのすぐそばに腰かけていたディーンは、彼女を腕の中に抱き寄せた。

「昨日のクレア、すごく、すごーく可愛かった。クレアは痛かったかもしれないけど、俺はクレアと一つになれて、本当にすごく嬉しかった」

　噛みしめるように耳元で告げられ、クレアはますます羞恥で固まってしまう。……でも嬉しくて、彼の背中に恐る恐る腕を回し、身を委ねる。

「わたしも、あなたと同じ気持ち」

　ディーンはぎゅっと抱擁を強めると、不意に頬に手を添え、顔を上げさせると唇を重ねた。そのまましばらく互いの唇を貪り合っていたが、やがて名残惜しそうにディーンが切り上げ、自身に言い聞かせるように呟く。

「このままだとまた抱いちゃいそう。でもクレアはまだ初めてだから、無理はしない。うん、そうだ、我慢、我慢……」

「あの、ディーン。わたしは――」

　大丈夫だと言おうとして、ディーンは唇に人差し指をそっと押し当てた。

「俺がクレアを大切にしたいんだ。だから、我儘に付き合って？」

　クレアの世話をさせてよ、と甘い眼差しで懇願するように言われれば、断ることなどできない。

「わかったわ」

「ありがと！　じゃ、まずは朝食にしようか。俺が食べさせてあげる。その後は湯浴みしよう。俺も一緒に入るから。洗ってあげる。あっ、先にそっちの方がいい？」

「えっ、えっと……」

　サラッとすごいことを次々と提案され、クレアは頬を赤らめ、目を白黒させる。

　クレアの慌てふためく様子にディーンはにこにこしながらまた彼女の腰を引き寄せ、たっぷりと甘さを含んだ声で告げる。

「安心して？　きちんと休んだら、またたくさんたくさん抱くからさ」






　　　　　◇






「あ、クレア。ここにいたのか」

　図書室で本を読んでいたクレアは、ディーンの声に振り返る。彼はそばまで来ると、ごく自然に後ろから抱きしめ、彼女が読んでいた本を覗き込んできた。

「何の本を読んでいたの？」

「家政本よ。有名な夫人が書いて出版された本なの」

　夫の温もりにどきまぎしながら、何とか平然とした声を装って答える。ディーンはさらに密着して、本に目を落とす。

「クレアは真面目だな。そんなに勉強しなくても、すでに十分よくやってくれているし、俺の立派な奥さんだよ？」

「そんなこと……ううん、ありがとう。でも、別に無理して読んでいるわけではないの」

　本を読むこと自体嫌いではない。何か目的のために努力し、手間暇をかけることも、学生時代に経験してきたから、それほど億劫ではなかった。何より――

「これが役に立つかわからないけれど、少しでもいいから、ディーンの力になりたいの」

「クレア……」

　ディーンはクレアの気持ちに感激した様子で、不意に強く抱きしめた。

「俺の奥さんはなんて素晴らしいんだ！」

「ディーン、苦し、んんっ」

　口を塞がれ、舌を搦めとられる。

　結婚してそろそろ一ヵ月が経とうとしているが、まず起きてすぐ、そして顔を見合わせる度にディーンはクレアにキスをする。それだけならまだいいのだが――

「やっ、ここではだめ……」

　背中に回されていた手が腰や尻をいやらしく撫で回し、太腿へと伸ばされたので、とっさにクレアはディーンの胸を押し返す。

　でも口づけで蕩けさせられた表情は本気で拒絶しているようには見えなかったのか、ディーンは微笑んだまま、太腿を撫で続ける。

「どうして？　ここには誰もいないよ？」

「誰もいなくても、いけないわ」

　屋敷の図書室はどこか学院の図書館を思い出させ、公共の場で事に及ぶような気になるのだ。もちろん、たとえそうでなくても、こんな場所でしてしまうのはやはりいけないとクレアは思った。

「でも、昨日は執務室でしちゃっただろう？」

「そ、それはディーンがほんのちょっとだけ、って言って……」

　昨日の昼。昼食の準備ができたので、執事に代わってクレアがディーンの部屋まで呼びに行ったのだが、彼はクレアを手招きし、椅子の上で抱いたのだ。

（最初は軽く触れ合っていただけなのに！）

　いつの間にか服がはだけて、ディーンの興奮した象徴を布越しに感じるのが辛くて、「もっと気持ちよくなりたい？」という甘美な誘惑に頷いていた。

　自分が上となって主体的に動く体位にクレアは半分泣きながら腰を揺らし、途中からはそんな彼女の頑張りを労うようにディーンが下から激しく突き上げたのだった。

「可愛かったなぁ、昨日のクレア。いや、いつも可愛いんだけど」

「もう。言わないで……」

　クレアが真っ赤になって抗議すれば、ディーンはごめんと微笑んで、ちゅっと口づけする。

「別に恥ずかしがることじゃないよ。クレアが気持ちよくなってくれると、俺も嬉しい」

　な？　と優しく言われると、クレアは彼の首筋に顔を埋め、首に腕を回した。それを了承と受け取り、ディーンがクレアを抱き抱え、奥の長椅子がある場所まで連れて行く。

　今日はそこで抱かれるのだ。

（ディーンがこんなに積極的だなんて知らなかった）

　二人きりになる度に触れられ、繋がり合うか、それに近い行為に至る。一応クレアも、もう少しだけ節度を保つべきではないかと意見してみるのだが、先ほどのように甘い言葉で言い包められ、何だかんだ彼を受け入れてしまう。いろいろ言い訳しつつ、クレアもディーンを求めているのだ。

（こんなこと思ったらはしたないけれど……ディーンとするの、気持ちいいもの……）

　初めこそ痛みがあったのだが、今はディーンに触れられるだけで従順に濡れて、甘い声を上げてしまう。ディーンはクレアを悦ばせるために、ありとあらゆる方法を試し、とても研究熱心なのだ。

（昨日だって……）

『クレア。今度は後ろからしてみよう』

『後ろから？』

『そう。こう、四つん這いになって……そう、もっとお尻を上げて』

『……やだ、こんな格好……。恥ずかしいわ』

『でも、いつもと違う感じが味わえるって、この本に書いてあるから。クレアにもっと、気持ちよくなってほしいんだ』

『もう今でも十分気持ちいいから、あんっ……』

「――クレア。何考えているの？」

「あなたのこと、考えていたの」

　昨夜の自身の痴態を思い出していたとは言えず、適当に誤魔化す。別に嘘ではなかった。

「本当？」

　ディーンが嬉しそうに身を寄せてくる。体重が乗って、汗と彼のにおいがする。情事の後にこうして彼に抱かれるとすごく安心する。愛されているのだと伝わってくる。

（でも……）

　長椅子に押し倒され、ディーンの子種をたっぷりと注がれたクレアは、未だ整わぬ呼吸で、同じように息を乱している夫を見上げた。

「ね、ディーン。わたし、ずっとお屋敷にいるけれど、いいのかしら」

　そうなのだ。結婚してからクレアはずっと新居を出ていない。さすがに庭に出るくらいはするが、それ以外は家の中、寝室、椅子やソファ、ベッドの上で過ごすことが圧倒的に多い。

「クレアは、どこかに行きたい？」

　身体を少し横にずらし、クレアの頬を手の甲で撫でながらディーンが訊いた。

「いいえ、特別どこかに行きたいわけではないの。……ただ、人付き合いとか、そういうのは大丈夫なのかしらと思って」

「クレアは真面目だね。でもそういうところ、好きだよ。……俺としては、まだあと半年ぐらい引き籠っていちゃいちゃしていたいけど、そうだな。そろそろ、俺の奥さんをみんなに自慢するのもいいかな」

（俺の奥さん……）

「わたしも、ディーンと一緒に夜会や舞踏会に参加してみたいわ」

　はにかみながらそう伝えると、ディーンは次第に楽しみになってきたのか、クレアのためにドレスを新調することを提案し始めた。すでにたくさん買い揃えてあるというのに。

「でも、その前にもう少しだけ……」

　すっかりそうした雰囲気はなくなったと思ったのに、ディーンはまたクレアを抱きしめ、今度は自分の上に跨る格好をさせると、再び睦み合う時間に変えてしまう。

　新婚夫婦なのだからこれくらいが普通なのだろうか。そう頭の片隅で考えたものの、ディーンが与えてくれる快楽にクレアは身も心も翻弄されるのだった。

















第三章　嫉妬












「クレア。アボット夫人の晩餐会、本当に大丈夫？」

　小さめのバッグに持っていく持ち物を確認していたクレアは、顔を上げて微笑んだ。

「ええ、大丈夫よ。結婚式の時に、お見えになった方でしょう？　ウィルキンス家とは懇意にされている方だと聞いているし、わたしもどういった方か興味があるわ」

　クレアの答えに、なぜかディーンは驚愕した表情をしている。そんなに驚くことだろうか。

　今夜、クレアはアボット侯爵家の晩餐会に招待されている。結婚したばかりの二人をお祝いしたいとのことだった。

「ディーンも、以前から交流があったのでしょう？」

　レオから聞いた話では、十七、八の頃からの付き合いらしい。

「あぁ、両親の代わりにな。夫人はよく自宅で駆け出しの音楽家や俳優を集めて、演劇を客人に観せていたから……俺の親父の勧めでね。だから、そのお礼も兼ねて、食事会に参加せざるをえなくて……」

「もしかして、あまり出席したくなかった？」

　ばつの悪そうな顔は、どうやら当たっているらしい。

　クレアは意外に思う。

「ディーンにも、苦手な人はいるのね」

　彼はどんな人に対しても物怖じせず、するりと相手の懐に入り込む器用さを持っていたので、苦手な人などいないと思っていた。

「いや、だってさ、あの人すごく嫌味っぽい、っていうか、俺の一挙一動を監視しているっていうか……それに話が長いんだよ。しかも毎回同じ話で、お墓の話とか、遺産の話とかで……さすがに気が滅入っちゃって」

「まぁ……」

　確かにまだ若者であるディーンが聞くには、辛いものがあるだろう。

（学生の時から……そんなに早くから、ディーンは年上の方との付き合いがあったのね……）

　何でも上手くこなせるとはいえ、負担であっただろう。

　クレアはバッグを脇へ置くと、立ち上がり、そっとディーンの手を握った。

「今日はわたしも行くから、きっと夫人はわたしの方に関心を寄せると思うわ。だからディーンは、あまり緊張する必要はないんじゃないかしら」

　一人ではないから安心して、と自信を持って言えないのが歯痒い。正直、クレアも緊張している。……でも、ディーンの力にはなりたい。

「クレア……」

　ディーンは目を丸くし、ふわりと笑った。その笑みにどきりとして、次の瞬間には彼の腕の中に閉じ込められていた。

「ディ、ディーン」

「俺、馬鹿だ。クレアと一緒なら、どこだって楽しいのに。すっかり忘れてた」

　抱擁をほんの少しだけ緩め、クレアを見つめながらディーンは目を細める。ふと何かに気づいたように耳朶にそっと触れた。

「これ、もしかして俺が誕生日にあげたやつ？」

　十八歳の時にディーンにもらった宝石のイヤリングは、クレアの瞳の色を連想させる。

　ディーンが自分のことを考えながら選んでくれた贈り物だと思うと、クレアは見る度にとても幸せな気持ちになった。

「ええ。何だかもったいなくて、ずっと大事に仕舞っていたのだけれど、もうディーンの奥さんになったのだし、これからはたくさん着けようと思って」

　はにかんで答えるクレアをディーンは眩しそうに見つめたかと思うと、彼女の小さな耳に口づけを落として囁いた。

「よく似合っているよ」

　耳を赤くするクレアを愛おしげに見つめて、ディーンは手を取った。

「じゃあ、出かけようか。奥さん」






「――本日はようこそお出でくださいました」

　予定時刻よりほんの数分遅れて着くと、アボット侯爵夫妻がクレアたちを出迎えてくれた。

「今日はお招きいただきありがとうございます。また先日の結婚式もご出席いただき、ありがとうございました」

　ディーンがいつもより恐縮した様子でお礼を述べる。表情もどこか緊張しているのが窺え、本当に苦手意識を持っているようだ。

「まぁ、いいのよ。わたくしたちも、可愛いあなたがようやく結婚できて、大変嬉しかったのですから。ねぇ、あなた？」

「あぁ、そうだね。こんな可愛らしい奥方と結婚できて、本当によかったね、ディーン」

　夫妻の視線がクレアに注がれ、ディーンが妻のクレアを紹介し、彼女も笑みを浮かべて挨拶する。二人はまたクレアについて一言二言の感想を述べ、食堂へと案内した。

「クレアさん。あなた、ご兄妹はいらっしゃらないの？」

「ええ、わたし一人だけですわ」

「あら、そうなの。ではご両親に大切に育てられたのでしょうね。でも寂しくはなかった？」

　クレアは少し微笑んで、夫人に返す。

「そうですね。両親の愛情を独り占めできましたが、ご兄妹のいる友人が羨ましくもありましたわ」

　そこで少し離れた席に座っていたディーンの方をちらりと見つめる。

「でも、ウィルキンス卿のご子息と小さい頃から遊んでもらっていたので、兄妹とはこういうものかもしれないと思い、寂しくはありませんでした」

　隣に座る侯爵と何か話していたディーンが微かに目を瞠ってクレアを見つめ返す。

「幼馴染と結婚だなんて、ロマンチックね」

「ふふ。はい。物語のようだと、自分でも思いますわ。そういえば、夫人はよく劇を開かれているとお聞きしました。やはり題材も恋愛ものを扱うのですか？」

「基本は演じる方々にお任せしているわ。でも、そうね。やっぱりそういった題材の方が好まれるから、自然と多くなるかしら」

　クレアが自分も興味があると言えば、今度招待すると返され、楽しみだと約束する流れとなった。その後侯爵が話に加わり、話題が何度か変わった頃に食事を終え、場所を食堂から談話室に移し、酒を交えながらまた話をした。

　ようやくお暇することになったのは、真夜中近くとなってからだ。

「――はぁ。ようやく帰れるな」

　帰りの馬車の中で、ディーンがため息と共にそう零す。

「クレアも疲れただろう？」

「そうね。でも、お二人からディーンのことを聞けて、楽しかったわ」

　特に夫人の方は出会ったばかりの頃を熱心に語ってくれたので、知らなかった彼の一面が窺えて嬉しかった。

「夫人はディーンのこと、嫌っていないと思うわ。ううん。むしろけっこう気に入っているから、あれこれと構いたくなってしまうんじゃないかしら」

　クレアの指摘に、ディーンは複雑そうな、どちらかというと嫌そうな顔をした。

「そりゃ嫌われているよりマシだけど……いや、まぁいいさ。二人にはいろいろと世話になったしな」

　それより、とディーンは身を屈め、向かいに座るクレアの手をおもむろに取った。

「クレアが夫人ときちんと話せていて、驚いたよ」

「あら。わたしだって知らない人と話せるくらいには成長したのよ」

　わかってる、とディーンは優しい口調で訂正する。

「そうじゃなくて、ご老人相手に話をするのが上手いって思ってさ。ほら、年代が違うと、どうしても話題に困るだろう？　わりとデリケートな話も遠慮なく振ってくるし。でもクレアは嫌な顔しないで、サラッと次の話題に繋げていたから、俺、驚いたよ」

　兄妹云々の話だろう。いろいろ複雑な事情があって一人っ子や兄妹になった場合もあると考えれば、確かに夫人の話を嫌がる人もいるだろう。

「わたしの母方のおばあさまが、あんな感じだったの。マナーにも厳しい方で、よく叱られたわ」

　怖かったからクレアは必死で覚えて、小言を言われないよういい子にしていた。そうすれば特に何も言われず、だんだん気に入られて、可愛がってもらえた。

「へぇ。なんだか意外だな」

「怒られるのが嫌だったもの。逆にルールさえ守っていればよかったから、ある意味接しやすかったかも……なんて言い方、あまりよくないかもしれないけど」

　逆に突拍子もない言動をする人間の方が苦手だった。同年代の男の子とかは特に。

　そう口にすれば、ぎゅっとディーンが手を握りしめてくる。

「俺たちのことも、苦手だった？」

「いいえ、ちっとも。二人は特別だったわ。ディーンは初対面のわたしにもとても優しかったし、レオも……最初は少しとっつきにくい感じがしたけれど、いろいろと気遣ってくれるし、他の男の子たちと比べて気楽に話すことができて、やっぱり違うわ」

　クレアがそう言えば、ディーンはなぜか押し黙った。

「ディーン？」

「いや、やっぱり、レオは特別なんだな、って」

　そう零す彼の表情がどこか寂しそうで、クレアは空いていたもう片方の手を、握りしめていた彼の手に重ねた。

「ディーンも、特別よ？」

「レオより？」

「ええ。レオとは、また違った特別」

　クレアにとってレオは年の近い兄のようで、でも時々弟のようにも感じ、気軽に話せる大切な友人でもあった。対してディーンは、最初は兄のように思っていたが、いつからか一人の異性として意識していた。一緒にいるだけで胸がどきどきする、特別な人だ。

「それって、俺を好きってこと？」

　ディーンがやけに真剣な口調で確認してくるので、クレアは緊張しながらも、頷いた。

「ええ。ディーンのことが好きという意味で、きゃっ」

　彼は唐突に腕を引き、自分の方にクレアを抱き寄せた。

「クレア。本当に俺のこと、好き？」

「ええ、本当よ。ディーンのこと……好き。大好き。んっ……」

　顎を掬われ、深く口づけされる。

　くちゅくちゅと淫靡な音を立てながら、ディーンはクレアを求める。

「クレア。好きだ……」

　その声はいつになく必死で、どこか切なげに聞こえた気もしたが、クレアは胸元に手を伸ばされて、深く考えることができなくなった。






　それからもクレアはディーンと共に夜会や催し物に参加した。彼と共に行動するようになって、クレアはこれまで彼がこなしてきたことがいかに大変だったかを知った。

「あぁ、ディーン。この前は助かったよ。きみが紹介してくれた家庭教師のおかげで、息子も勉強に専念してくれるようになった」

「ディーン。以前あなたのお母様を通して教えてもらった隣国の化粧品に香水、孫たちにプレゼントしたらとても喜ばれたわ。こんな年寄りの話を真剣に聞いてくれて本当にありがとね」

　ディーンの顔はとても広かった。同世代はもちろん父親くらいの世代や、それより上の年齢の人間にも、彼は何かしらの縁を繋いでおり、とても楽しそうに話していた。

　そして明らかにこちらを嫌って辱めようとする相手にも、彼は笑顔でさらりと受け流していたのだ。

「ああいうやつは、誰に対してもそうなんだよ。だから陰で嫌われているし、いざっていう時人望がない。まぁ、どんな場所でもそういう人間が一人くらいいるから、蜂に刺されたみたいなもんだって思うようにしてる」

　とは言いながらも、その針がクレアに向けられると、彼は自分に標的を変えさせるか、あるいは嫌味を返して反撃に出ていた。

「ごめんな、クレア。嫌な思いさせて」

　そして必ず自分が悪かったとばかりに謝るので、クレアはディーンのせいじゃないと度々訂正しなければならなかった。

「社交界がこういう場所だっていうのは、わたしもお母様や学院の先輩方から聞いていたわ。多少の棘なら、刺されても平気よ。だからあなた一人だけで無理しないで」

　夫婦なのだから、一緒に嫌なことも受け止めたい。一人だったら泣き崩れてしまうかもしれないが、ディーンとならば、愚痴を零して、慰めてもらえる。乗り越えられるから。

　クレアが真摯にそう伝えると、ディーンはむず痒そうな、困った顔をして、クレアの肩に頭を乗せた。

「ディーン？」

「俺、クレアと結婚できて、本当によかった」

「……本当？」

「うん。アボット夫人の時も思ったけど、クレアが自分がいるから大丈夫だって言ってくれて、なんだか肩の荷が半分下りたっていうか、ああ、俺今までけっこう肩肘張っていたんだなって、気づかされた」

　ディーンの両親は、今この国にはいない。彼が学院を卒業して、引き継いだ仕事もそつなくこなせるようになると、後は安心して任せられると、芸術家を支援する事業の方に専念するため海を渡ったのだ。

　ディーンが器用で才能があったからこそだろうが……だからといって、彼が無理をしていないわけではなかった。

（ディーンは、すごく頑張っていたのね）

　クレアが学院に通っている間も、せっせと貴族たちとの交流を深め、彼なりの処世術を得ようとしていた。

「わたしはまだ力不足だけど……ディーンの力になれるよう、頑張るね」

「クレアはもう十分、力になっているよ。むしろ俺は、クレアが傷つく方が怖い」

　ぎゅっと自分の腕の中に閉じ込めるように、ディーンはクレアを抱きしめるのだった。






　　　　　◇






「よ、クレア。新婚生活はどうよ？」

　ある日、レオがひょっこりと訪ねてきた。

　突然の訪問で驚いたものの、クレアはとても喜び、メイドに紅茶と彼の好きなお菓子を用意させた。学生時代は毎日のように顔を合わせていたので、わずか数カ月とはいえ、大変懐かしく感じられたのだ。

「充実した毎日を送れているわ。レオは？　大学生活はどう？」

　彼は学院を卒業したあと、法律を専門的に学びたいとのことで大学に進学した。

　難関校で、入学試験のための受験勉強などかなり大変だったはずだが、実に涼しい顔をして見事合格したので、さすがレオだと思った。

「ちょー大変。もうどいつもこいつも頭いいやつばっかりでさ。劣等感に苛まれそうだよ」

「そんなこと言って。なんだかんだ上手くやっていくのがレオじゃない」

　レオも兄のディーンと同じで、何事においてもそつなくこなす才を持っていた。

　今もまぁね、と言いたげな得意げな顔をしている。

「でも、レオが法律を学びたいなんて、正直ちょっと意外だったわ」

「貴族の次男以下は、自分で食い扶持を稼いでいかないとダメなんですよ、奥様」

　爵位を受け継ぐ嫡男とは違い、次男、三男坊は医者や法律家など、社会的に名誉ある職業に就くことが世間的な流れであった。

「それはわかっているけれど……ほら、レオは外国語や国語が得意でしょう？　だからもっとこう……外交官とか、芸術家とかを選ぶと思っていたの」

「別に法律を学んでいても、そういった職には就けるだろ。父さんたちの仕事を手伝うことだってできるし」

「そうなの？」

　芸術と法律があまり結びつかず、首をひねるクレアに、レオはクッキーをつまみながら説明する。

「芸術家が丹精込めて作り上げた作品を悪徳業者に悪用されたりしないよう、保護するんだ。若手の芸術家とかは特に金もないし、そういった知識にも疎いだろう？」

　なるほど、とクレアは感心した。

「そうね。そう考えると、確かにその道に詳しい人がいると、とても心強いわ。さすがね、レオ」

　自分にできることを考えて、家族の力になりたい。家族思いなレオの姿に、クレアはにこにこしながら彼を褒める。褒められて少し照れ臭いのか、レオは居心地の悪そうな顔をして、釘を刺した。

「兄貴や父さんたちにはまだ言うなよ。大学入る時だって、とりあえず、みたいな理由で行かせてもらったし。勉強だって、ついていくので精いっぱいだし。……これも兄貴には絶対言うなよ。すげーかっこ悪いから」

「ふふ。はいはい」

　レオは兄のディーンに憧れている一方で、ライバル意識も持っている。兄妹のいないクレアには何だか微笑ましく感じられた。

「俺の近況はそんなもん。クレアは？　兄貴と喧嘩……はしないよな。甘ったるい新婚生活を送っているに決まっているか」

「ちょっと。わたしはまだ何も言っていないじゃない」

「違うのか？」

　クレアは頬を染め、はにかみながら否定する。そんな初々しい新妻の様子に、レオはうんざりしたような、勝手にやってくれと言いたげな調子で返す。

「言っておくけど、惚気は聞かないからな。二人で思う存分やってくれ」

「もう！　そんなこと言って。……でも」

「うん？」

「ディーンって、すごく愛情深い人なのね」

　クレアの表現にレオは苦笑する。

「今さら？　前に言っただろ。兄貴はきちんとクレアのことを愛している。クレアが思う以上にな」

「……うん。結婚して、ようやく実感できた気がする」

「遅いよ。でも、まぁ、あんまり会えなかったし、学院のことで忙しかったから、仕方なかったかもな」

　ソファにふんぞり返るように座っていたレオはそこで姿勢を正したかと思うと、前屈みになり、内緒話するように声の大きさを落とした。

「兄貴って、あれでいて意外と嫉妬深いから気を付けろよ」

「ディーンが？」

　クレアはぱちぱちと瞬きする。ディーンが何かに嫉妬する姿があまり思い描けなかった。彼はたとえ手に入らないものがあったとしても、仕方がないとあっさり諦める、さっぱりした性格をしているように見えるから。

　クレアがそう言えば、レオはさらに前へと身を乗り出す。

「他のことに関してはそうかもしれないけど、おまえに関してだけは――」

「二人でこそこそ何の話をしているんだ？」

　第三者の声にレオの肩が跳ねる。振り返ると、もともと開いていた扉の柱に背中を預けてこちらを見るディーンの姿があった。

「あ、兄貴。いつからそこにいたんだよ！」

「ついさっきだよ。それより、レオ！　久しぶりだなぁ！」

　ディーンはつかつかとこちらへ歩み寄ってきて、がばりと弟の肩を抱き寄せた。

「元気だったか？　大学でいじめられたりしていないか？　少し痩せたんじゃないか？　俺に会えなくて寂しかっただろう！」

「だぁっ！　そんなにいっぺんに訊かれても答えられない！　別にいじめられてないし、身体鍛えているから痩せているように見えるだけ。あと兄貴に会えなくて別に寂しくはなかった！」

「全部きちんと答えているじゃないか。さすが俺の弟だな！」

　ますますディーンはレオにじゃれつき、レオも嫌がっているように見えて、内心は嬉しそうに見えた。

「っ、ほら！　いい加減離れろ！　クレアが呆れてるだろ！」

「わたしのことは気にしないで、存分にディーンとの再会を楽しんで」

「その生暖かい目はヤメロ！」

　賑やかなやり取りを交わした後、ディーンは少し改まった態度で夕食を一緒にしようと誘った。ついでに泊まっていくようにも言い、レオは遠慮したものの、クレアもぜひにと言ったので、泊まることとなった。

「――へぇ。セネット公爵の三男は、弁護士を目指しているのか。お父上が軍に勤めていらっしゃるから、てっきり同じ道に進むかと思った」

「あくまでも本人の希望はそうみたいだよ。絶対に父親の思い通りに歩いてやるものかって、息巻いていた。父親はまだ諦めていない様子だし、あれはかなり拗こじれるね」

「そうか……。セネット公爵も、大変だな」

　どこか保護者寄りの立場でディーンはそう述べた。

「それにしても、ここの料理人が作る料理、うまいな。兄貴、家から連れてきたの？」

「まぁな。我が伯爵家の料理長、ダンカンのもとで働いていた、見習いのコックだったんだぜ」

「へぇ。だから味が似ているのか。俺、ダンカンが作るプディングが一番好きだなぁ。クレアも好きだったよな？」

「ええ。ついつい食べ過ぎてしまって、お母様に後で注意されたわ」

　夕食もレオの大学生活に関しての話が中心となり、時々、幼い頃の思い出話へと話題が逸れた。クレアは昔からそうなのだが、三人で話す時は聞き役になることが多く、本人もそれが楽だったので、和やかな気持ちで兄弟二人の会話に耳を傾けた。時々レオがごく自然に会話を振ってくる。懐かしい思い出と共に。

　食堂での夕食が終わっても、三人は応接間に移動して、酒や少しつまめるものを味わった。

「いやぁ、それにしても二人が結婚するなんて、前からわかってたことだけど、いざそうなると、いろいろ複雑だったわ」

　レオは酔い始めたのか、普段の言動よりも少々羽目を外していた。

「なんだ、レオ。おまえは俺たちの結婚を祝福してくれていなかったのか？」

「まさか！　俺ほど二人の幸せを願っている人間はいないよ！　そうじゃなくてさ、ほらぁ、わかるだろう？」

「レオ、大丈夫？」

　やや呂律の回っていない口調に、クレアは心配になる。

「だいじょうぶ！　俺、もっと、もっと飲んで、勉強も頑張って、兄貴とクレアのこと――」

　拳を振り上げて宣言していたレオは、そこでガクッと首を揺らし、そのまま前へ倒れそうになったので、近くに座っていたクレアがとっさに抱きとめた。

「レオ！　もう、しっかりして！」

「へへっ、クレア」

　レオは顔を上げると、クレアにニコーっと満面の笑みを向ける。素面しらふの時でも滅多に見たことのない笑みにクレアは少し動揺する。とても珍しいものを見てしまった気分で、このことを後で思い出したレオは恥ずかしがるだろうとも思った。

「ほらほら、レオ。俺の嫁さんにそれ以上くっつくと、怒るぞ」

　クレアに代わり、ディーンがレオを強引に引き剥がす。

「おおっ、兄貴！」

　レオはまるで子どものようにディーンに抱きつき、クレアに向けたものと同じ無邪気な笑みを浮かべる。ディーンは苦笑いして、小さい頃によくしていたように弟の髪をくしゃくしゃにかき混ぜた。

「ほら、もう寝ろ。なんならお兄様が美声で子守唄を歌ってやろうか？」

「子守歌、兄貴の……兄貴の子守歌、聞きてえ」

「おいおい……」

「ディーン。レオの寝かしつけ、お願いね」

　クレアはくすくす笑いながら、三人分のグラスや瓶を片付け、レオのことはディーンに任せることにした。

　一度部屋を出て食器を使用人に手渡すと、レオをどこに寝かせようかと思案し、やはり移動させるのは大変だろうから、あのまま部屋で眠ってもらおうと考えた。

（枕と毛布を持っていってあげて……あんなに酔っていては、明日二日酔いになっているかもしれないわね。水や薬も用意しておかなくちゃ）

　クレアは客用の枕と毛布を持って部屋へ戻ろうとする。メイドが代わりに運ぶと申し出たが、そんなに大きくかさばるものではなかったし、使用人とはいえ、酔った姿を見られるのはレオも嫌だろうと思い断った。

「レオ、寝ちゃった？」

　ディーンの子守歌の成果か、それとも単に限界に近かったからか、レオは長椅子の上で猫のように丸まって、すやすやと寝息を立てていた。毛布をかけてやり、枕も使わせてやりたかったが、体勢的に難しく、起こしてしまう可能性があったので断念する。

　酒で身体が火照ったせいか、暑そうにも見えたが、夜はまだ冷える。

「風邪をひかないといいのだけれど……」

「至れり尽くせりだな」

　せっせと世話を焼くクレアに、ディーンがそう言った。クレアはレオの寝顔を見つめながら、優しい笑みを浮かべる。

「口では大丈夫だと言っていたけれど、やっぱり新しい環境での疲れがあったのよ。ディーンにあんなふうに甘えたのも、きっとそのせいね」

「……クレアにも、甘えているように見えたけどな」

「えっ？」

　そこでようやくクレアは夫であるディーンの方を振り返ろうとしたが、その前に後ろからふわりと抱きしめられる。

「ディーン？　ちょっと、やっ……」

　頬がくっつくほど顔を近づけられ、耳朶に吐息を吹きかけられる。

　それだけならまだしも、ディーンはクレアの胸の膨らみを掌で包み込んだ。やんわりと揉みしだく手つきは情交を思わせるもので、彼女が慌てるのも無理はなかった。

「ディーン、待って！　ここじゃ……」

　この場には弟のレオがいるのだ。ちょっとした戯れのつもりでも、もし彼の目が覚めて自分たちの姿を目にしたらと思うと、非常に居たたまれない。

　ディーンもクレアのそうした気持ちをわかってくれると思ったが――

「レオはぐっすり眠っているだろ。心配しなくても大丈夫」

　クレアは目を真ん丸に見開いてディーンの方を振り返った。彼はそんな彼女の顔も可愛いと、口づけしてくる。唇を割って舌を捻じ込んでこようとするので、彼女は胸元を強く押し返した。

「やっ……、ディーン、本当にここじゃ、嫌なの、んっ……ね？　寝室に、行きましょう、あっ、ん……」

　まるでクレアの意見に逆らうようにディーンは耳朶を甘噛みした。左手で尻を撫で回して不埒な動きをやめようとしない。

「寝室に行くまで、待てない。どうしよう、クレア」

「そんな……」

　だからといって、ここでするのを認めるわけにはいかない。

　困り果てたクレアの顔に、ディーンは黙って微笑んだままだ。いつも彼女が困った顔をしたら――いいや、そんな顔をする前に気遣いを見せるのが彼なのに、今日は何も手を貸してくれない。

「寝室に……」

「じゃあ、隣の部屋に行こうか」

　クレアの提案を却下し、ディーンは彼女を突然横抱きにすると、応接間の続き部屋に繋がる扉を開けて中へ入った。

　そして寝台代わりにも使える大きなソファにクレアを下ろすと、すぐに覆い被さってきて、口づけしようとする。

　いつものクレアなら恥ずかしがりながらも受け入れようとしただろう。しかし今日は隣の部屋にレオがおり、またどこか強引にも感じられるディーンのやり方に違和感を覚えた。

　顔を背け、きゅっと肩口のシャツを掴む。キスは頬へと落ちた。

「クレア。こっちを向いてよ」

「んっ、だめ……ね、本当にどうしたの？」

　クレアはディーンの口元を掌で塞ぐことに成功し、彼の瞳を見つめる。

「今日のディーン、少し変よ。もしかしてわたし、何かした？」

　クレアには全く心当たりがないが、もしディーンを傷つけることをしてしまったのならば謝りたい。彼の考えていることを知りたい。

「ディーン、教えてくれないと、わたし、ひゃっ」

　覆っていた彼の唇が、クレアの掌にじゅっと吸いついた。ぞくりとして、思わず手を離してしまう。その隙を見逃さず、ディーンは体重をかけてさらにクレアに密着してくる。彼の顔が真横に来て、吐息と共に囁かれる。

「クレアは悪いこと、何もしていないよ。怒っても、いない。ただ俺がクレアと愛し合いたくなっただけ……それだけだから」

「でも……ぁっ」

　彼の大きな手が胸を揉んでいく。先ほどよりも強く、乳房の形をぐにゃりと変える強さに、クレアはこのまま流されてはいけないと止めさせようとする。しかしそんなことはさせまいとちゅっ、ちゅとディーンが顔中に口づけを落とし、ついに唇まで奪われてしまう。

「ん、んっ……ぁ、ディーン、まっ、んんっ……」

　奥へ引っ込んで逃げようとするクレアの舌は呆気なく捕まえられ、ねっとりと嬲なぶられていく。唾液をこくりと飲み干せば、彼がよくできましたと言うように目を細め、下唇を優しく食んだ。キスの間も彼の手はクレアの身体を器用に弄り続け、胸を弄っていた右手は足首まで覆っていたスカートの裾から潜り込み、靴下ストッキングの上から肌を擦ってきた。

　手で止めようとするクレアの制止を振り切り、さらに奥へと進んでくる。今日はドロワーズではなく、もっと肌にぴったりとした、脚の付け根に沿った下着を履いている。丈も短く、おかげで容易く彼の侵入を許してしまい、指先は行き止まりの場所に到達してしまった。

「あ……」

　ディーンの指は花唇を通り過ぎ、蕾の方を懇ろに弄り始めた。零れてくる蜜をまぶすように塗りつけ、ふっくらと膨らませていくと、クレアはたまらない気持ちになって、甘い吐息をキスの合間に漏らす。

（これ以上は、だめなのに……）

　くちゅくちゅと淫らな音が羞恥と興奮を呼び起こし、思考を鈍らせていく。

　指がほんの少し中に入り、押し上げるように揺らされると、ますます蜜を零し始めた。

　上と下の口を塞がれて、ディーンの好きにされている。どうにもできない歯痒さがあるのに、彼に支配されて求められていることを喜ぶ自分もいる。そう思うのは、クレアがどうしようもなくディーンを愛しているからだ。

「クレアは、指入れられるのあんまり好きじゃないもんな」

　飽きることなく口づけをしていたディーンは不意にそう言うと、自身の身体を下へとずらし、クレアのスカートの中に顔を突っ込んできた。

「ディーン!?」

　呆気にとられるクレアをよそに、ディーンはするすると下着を脱がせ、むき出しの秘部にはぁと息を吹きかけてくる。生温かい吐息にぞくりとする。

「ディーン、待って、窒息しちゃう」

　混乱し、ついそんなことを口走ってしまう。

　恥ずかしさよりもディーンの呼吸を心配したクレアはスカートの裾を自分でたくし上げ、彼が息苦しくないよう気遣う。花唇を割って今にも蜜を啜ろうとしていたディーンは、クレアの行動に上目遣いで微笑んだ。

「クレア。俺が舐めるとこ、見ていたいの？」

「ちがっ、わたしは……あ、ん……」

　ちゅっと指で膨らんでいた尖りを優しく吸われ、尻を浮かせた。

「うん。わかってる。クレアは優しいもんね……俺だけじゃなくて、レオにも……」

　どうしてそこでレオの名前が出てくるのだろう。そしてどこか暗く沈んだように聞こえる声にも引っかかった。クレアは再度ディーンに胸の内を明かしてほしいと頼もうとしたが、ディーンが口淫に集中し始めたので叶わなくなった。

「はぁ、ぁ……や、そんな、いっぱいに舐めちゃ、んっ、んん――……」

　もともと口づけだけでも昂っていた身体は、呆気なく陥落させられる。口元を掌で覆いながら絶頂の余韻に耐える彼女の姿に、ディーンはさらに煽られたようだ。

「可愛いよ、クレア……はぁ、こんなに、いっぱい、んっ……、もっと、気持ちよくさせてあげるから」

「いやぁ……」

　犬が伏せをするような格好でさらにディーンはクレアの溢れた蜜を啜る。品のない音が部屋の中に響き、彼女は半分理性を手放していたものの、隣の部屋にいるレオの存在を忘れてはいなかった。

　決して今自分たちがしていることをレオに知られてはいけない。自分のはしたない声を聞かれてはいけない。乱れてはいけない。気持ちよくなってはいけない。

　そう強く自分を戒めるほど、耳は淫猥な音を拾い、口からは甘い声が漏れ、ディーンの舌の動きを意識し、身体は敏感に反応してしまう。

「あぁっ――……」

　そしてまた、達してしまった。情けなくて、目に涙が浮かぶ。

「クレア……」

　ディーンが起き上がり、べたべたになった口元を拭いながら、クレアを見下ろしてくる。彼の目はぎらぎらしており、まだ飢えが満たされていないのがわかる。そしてクレアも、どこかでディーンを望む気持ちがあった。

　もうここまでしてしまったのだから、繋がってもいいかもしれない。

　クレアがそう思ったのは、あくまでソファの上で続きをすると信じていたからだ。

　だから立ち上がった彼に抱き抱えられ、いつの間にか前を寛げてすでに硬く勃ち上がっていた男根をずぶりと埋め込まれた時には、頭が真っ白になった。

「っ――」

　身体を硬直させ、首元を晒す。反対にディーンの方はクレアの首筋に顔を埋め、腰を屈めた。支えていた臀部でんぶを恥骨に押し付けるようにぐっと押され、深く繋がり合う。

「はぁ、んっ……」

「あぁ、すごく、きつい……」

　締めつけられながらもぐっとさらに奥へ捩じ込んでくるので、クレアはか細い悲鳴を上げる。目も眩むような強い快感に離れようとするが、そうすると身体が落ちてしまうので、心とは裏腹に脚を彼の腰に巻き付けていた。

　まるで自らねだるような仕草に、ディーンがからかうように言う。

「クレアも欲しいの？」

「ちが、落ちちゃうから」

「落とさないし、求めていいんだよ」

「わたしは、あっ」

　ディーンが少し腰を落とし、下から突き上げてくる。ぱん、ぱんと肌がぶつかり合う音に混じって愛液がかき出され、中をかき回すような淫音も聞こえた。

「ふ、ぅ、ディーン、っ……あ、ぁあっ――……っ」

　初めて行う体位はクレアに主導権はなく、ディーンにただ身を任せるしかなかった。彼女にできることは、彼に揺さぶられ、振り落とされないようしがみつくこと。胸が潰れるのも構わず抱きつき、首に腕を回すことだった。

（声が、出ちゃうっ）

「クレア、いやらしい声、いっぱい出てるね。気持ちいい？」

「あっ、いやぁっ、いやなの……でも、あっ、ん……」

　唇を噛んで堪えようとしても、激しい動きに耐えるために息をする必要があった。悩ましい顔で喘ぎ続けるクレアにディーンが意地悪く囁く。

「そんなに可愛い声、上げて……。レオに聞こえるかもな」

　レオの存在を指摘され、ぎゅっとディーンのものを咥えてしまう。彼が眉根を寄せ、色気に満ちた表情で呻き声を漏らす。

「またそんなに締めつけて……もしかして、レオに聞かれたい？」

「ちがっ、ディーンが、いっぱい、突くから、っ……やぁ、んっ……」

「我慢しないとダメだよ」

『我慢しないでいいよ。クレアの可愛い声、いっぱい聞かせて』

　いつもは優しくそう言ってくれるのに、今日は反対のことを命じられる。

「ディーン、どうしよ、んっ、わたしっ……ディーン以外の人に、聞かれるの、いやっ」

　揺さぶられながらも必死で訴えると、ディーンの瞳がどろりと蕩ける。

「あぁ、かわいい……。いいよ、俺が塞いであげる」

「んっ、んむぅ……」

　何度目かわからない口づけは荒々しく、呼吸さえ奪うような激しいものだった。苦しいのに気持ちがよくて、クレアは夢中で応えていく。

　追い詰められていくにつれ、もはや確実にレオの存在は頭の中から消えていた。ただこの愉悦をもう少し長く味わいたい。その先が欲しい。ディーンがもっと欲しい。

　ディーンへの想いが強く溢れ出し、蜜洞をぎっちりと満たす熱杭を無意識に締めつけていた。その瞬間、クレアの唇を貪っていたディーンがたまらなくなった様子で口を離し、苦しげな声で告げる。

「クレア、出すよっ」

「あ、ぁっ――……」

　ディーンの声に我慢していたものが弾け、彼にしがみつきながらガクガク下肢を震わせた。熱い飛沫がどくどくと自分の中に注ぎ込まれてくる。一滴残らず精を搾り取ろうと、きつく咥えこみ、それにまたディーンが快感の呻き声を上げ、色っぽい吐息を漏らした。

「クレア……」

　ディーンはまだ震えるクレアをしっかり抱きしめたまま、背中を優しく撫でてきた。繋がりを解かぬままソファに座り、汗ばんだ首筋に顔を埋めてくる。

「可愛かったよ、クレア……」

「ディーン……」

　クレアはぼんやりしたままディーンの顔を見る。彼も汗をかいた様子で、頬が上気していた。

「レオは、まだ寝ているかな？」

　その言葉にクレアは複雑な気持ちになる。

　今日のディーンはいつもと違った。弟のレオが寝ている隣の部屋で自分を抱き、彼の名前を行為の間も口にした。それはまるで――

（レオに嫉妬している？）

　出した結論に、クレアはどうもしっくりこなかった。
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「クレア」

「あっ、なぁに？」

「……いや、この本、もう読んだかなって」

「ああ、その本ね。もう少しで読み終わるわ。ディーンが読みたいなら、わたしは後で読むけど……」

「いや、いいんだ！　ゆっくり読んでいいよ。ただ、少し気になっただけだから」

　ディーンは口早にそう返すと、やり残した雑用があったと言い、そそくさと部屋を出て行った。その後ろ姿を見送ったあと、クレアは小さくため息をつく。

　レオが寝ていた時に抱かれて以来、妙に関係がぎくしゃくしている。

（別に喧嘩したわけでもないのに）

　あの後ディーンも反省したのか、「ごめんな。クレアがあんまり可愛いから調子に乗っちゃった」と謝ってきた。

（レオに嫉妬したわけじゃない、のかしら……）

　お酒も飲んでいたので酔って、ただちょっと羽目を外してしまいたくなったとか、そういう気分だったのだろうか。

　しかしディーンは酒に強い方であるし、酔っていても決してクレアをあんなふうに抱いたことはなかった。とするとやはり……。

（でも、ディーンがレオに嫉妬したりするかしら……）

　レオは表立って隠してはいるが、本当は兄であるディーンを尊敬し、憧れを抱いている。ディーンもそんなレオを可愛がっていた。

　もしクレアがレオの立場でも、やはり同じようにディーンを慕っただろう。彼は本当に優しくて、何でも上手くこなすから。とてもかっこいいから。

　だからそんなディーンがレオのことを羨む……この場合、自分とレオの仲を疑ったというわけになるのだが、それもまた腑に落ちなかった。

　ディーンが弟相手にあんな風にやきもちを焼くなんて、そんなの彼らしくない。たとえ嫉妬しても、明るい口調で「俺、ちょっと焼いちゃったよ～」とあっさり打ち明けてくれると思う。

（やっぱりわたしが何かしちゃったのかな……）

　ディーンのことが次第にわからなくなってきて、クレアはうんうんと頭を悩ませる。そんな時扉が控え目に叩かれ、執事が手紙を持って入って来た。

「まぁ。学院からだわ」

　一体何かしら、といったんディーンのことは置いておいて、クレアは手紙に目を通す。

　なんでも寮に置き忘れている荷物があるので、引き取りに来てほしいという内容だった。恐らく本や雑貨など、ちょっとしたものであろう。面倒にも思われたが、期日を過ぎると処分すると書いてあったので、取りに行くことを決めた。

　クレアがそのことを夕食の時間に口にすれば、ディーンは日時はいつかと尋ねてきた。

「そうね……今度の土曜日にしようかしら。生徒も少ないだろうし、荷物を預かってくれている事務所は開いているだろうから」

「そっか。じゃあ、俺も一緒に行っていい？」

「え？」

　ディーンはにっこり笑った。

「俺もクレアと一緒に学校に行きたい」

　ディーンの申し出には少し驚いたものの、彼も久しぶりに学び舎へ足を運びたくなったのかもしれない。クレアとしては特に断る理由もなかったので、では一緒に行こうと約束した。






　あっという間に当日になり、クレアはいつもより心が浮き立っていた。

（ディーンと一緒に出かけるの、楽しみ）

　学院、という場所も嬉しかった。もう大人になってしまったものの、彼と並んで校舎を歩くことは在学中ずっと夢見ていたことだから。

「おお。この樹、相変わらず大きいなぁ」

　今は緑の葉っぱを茂らせている大樹を見上げながら、懐かしそうにディーンが零す。

「春には薄桃色の花びらを散らせていたのよね」

「卒業式の日に見ると、こう胸にジーンとくるよなぁ」

　ディーンの言葉にクレアは微笑みながら頷く。

「そうなの。ディーンも自分の時、見上げた？」

「ああ、見たよ。で、友達が何しみじみしちゃってるんだよ、って茶化してきたんだ。ひどいだろ？」

「ふふ。実はわたしもね、樹を見上げていたら、レオに同じようなことを言われたわ」

　レオの名前を出したとたん、一瞬ディーンの顔が強張った……ように見えた。

「ディーン？」

「いや、卒業の時もレオと一緒だったんだなぁ、って……。や、別におかしくないよな。俺、何言ってるんだろ。あはは、そろそろ行こうか」

　ディーンは誤魔化すようにそう言うと、事務所の方へ歩いていく。

　クレアはそんな彼の背中を見つめたあと、追いかけた。






　忘れ物を無事に受け取ると、せっかくだからもう少し校内を見て回ろうかという話になった。本来ならばもう在学生でもない自分たちが校舎をうろつくのはよくないのだろうが、大きな図書館は一般市民にも開放されていたし、やはりまだ懐かしさを味わいたいという気持ちがあった。

（それに……）

「うわ、懐かし……。昔この廊下でダッシュしたら、先生に叱られて反省文書かされたんだよなぁ」

　ディーンは懐かしそうに当時の思い出を話してくれる。そんなディーンの隣を一緒に歩いていると、まるで彼と一緒に学生時代に戻ったような気持ちになる。彼と同じ学年か、一学年上の先輩か……とにかく、共に制服を着て学べる時間を過ごした感覚になれるのだ。

（制服は着ていないけど、ディーンとこんなふうに並んで歩けて嬉しい……）

「……あの、ディーン」

「うん？」

　服の裾を控え目に引いて呼び止めるクレアに、ディーンが不思議そうな顔をする。彼女は少々恥ずかしかったが、手を繋いでもいいか訊いた。

　もともと腕に手をかけて歩いていたのだが、在学中付き合っていた恋人たちのように指を絡めて繋ぎたくなったのだ。

　クレアのお願いにディーンはちょっと驚いた様子だったが、やがて優しい表情と声で「もちろん、いいよ」と言った。

　自身の右手を左腕におかれていたクレアの手の甲にそっと重ね、ゆっくり滑らせていくと、左手で受け止め、指を絡ませてぎゅっと握りしめた。そうして少し照れた表情で少年のように笑う。クレアは彼のその表情にきゅんとして、ずっと好きだった人と結婚できた喜びを改めて感じた。

「な、クレア。少し、寄り道したいんだけど」

「寄り道？」

「うん」

　ディーンが向かった先は、大講義室であった。よく一般向けに講義が開かれることもあり、今日も午前中に何か開かれていたのか、黒板に講義の内容が残っていた。

　階段状になっている固定式の机がズラリと配置されており、実に壮観な眺めである。クレアはディーンに促されて、ちょうど中間あたりの座席に腰を下ろした。

「前の方は真面目なやつが座って、内職したりさぼりたいやつは後ろ。真ん中は何となく？」

「授業や先生によっては、出席番号順とかで、座席が決められたわ」

「一番前だったら最悪だな」

　隣に座るディーンとの距離は近くて、なんだかドキドキしてしまう。

　彼とはすでに互いの裸を隅々まで見た仲で、さらにすごいことまでしているのに、肘が触れるだけで妙に落ち着かない。
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「なぁ、クレア」

　ディーンが少し身を乗り出して、机に頬杖をつき、クレアを下から覗き込むように見つめてくる。どこか甘えるような雰囲気があった。クレアはどきりとして、俯きながら注意する。

「ディーン。お行儀が悪いわ」

「先生が来るまでだよ」

「先生は来ないわ」

「昨日課題が終わらなくて寝不足なんだ。寝たら、クレアが起こして？　あ、できればノートも後で見せて？　その代わり、食堂で何か奢るからさ」

　クレアの言葉を無視して、ディーンは話し続ける。まるで本当に授業を受けるかのように。同じ学年の生徒のように……。

「俺な、ずっとクレアとこんなやり取りがしたかった」

「え？」

　驚いて彼を見れば、ばつの悪そうな顔をして白状する。

「クレアともっと年が近かったら、同じ年だったら、クレアと学校生活を送ることができたのに。レオがすげえ羨ましかったよ」

「ディーン……」

　ディーンの告白にクレアは驚く。彼がそんなことを思っていたなんて……。

　しかし今の言葉で、先ほど学院の大樹を見た時の切なそうな、やるせない表情をした理由を知る。そしてレオが屋敷に泊まった時の彼の言動にも。

「わたしとレオの関係に嫉妬したから……だから、あんな意地悪したの？」

「うっ……はい、そうです」

　素直に認める彼に、またクレアは衝撃を受ける。それを呆れたと受け取ったのか、ディーンは謝罪と弁解を兼ねて口を開く。

「すごくカッコ悪いよな。ごめんな。おまえいくつだよ、っていうのもよくわかっているんだけど……でもさ、やっぱりレオのやつが羨ましくて。だってさ、クレアとずーっと一緒にいられるんだろう？　同じ授業を受けられて、食堂で一緒にご飯食べたり、並木道歩いて、青春できるわけじゃん？　それがもう本当に羨ましくて。俺だってクレアと一緒に青春謳歌したかった！　イチャイチャしたかった!!」

　いつもより砕けた口調――まるで学生時代の自分の気持ちを代弁するかのようにディーンは告白した。その怒涛の勢いで吐き出される願望に、クレアは圧倒されつつ、落ち着いてとディーンを宥める。

「確かにレオとは同じ学年で、授業も一緒になることはあったけれど……クラスは違ったし、ご飯や他の時だって基本的に別行動だったよ？」

　当然であるが、レオは男で、行動を共にするのは男子生徒がほとんどだった。クレアも同じである。

「そりゃそうかもしれないけどさ……でも、偶然顔を見合わせたら、一言二言話すだろう？　食堂ですれ違って、『おまえ、これ好きだっただろ？』とか話したりするだろ？」

「まぁ、それくらいは……」

「それくらいを俺も経験したかったの」

　ディーンはクレアとそんなふうに過ごせる機会があったレオが心底羨ましかったと言う。

「……わたしだって」

　ディーンの吐露した本音に呆れるよりも、他の強い感情がクレアの胸に湧き起こる。

「わたしだって、ディーンと一緒に過ごしたかった！」

　広い講義室に、その告白は思いのほか大きく響く。ディーンも驚いたように瞠目した。

　だがクレアは気にせず、自分の気持ちを伝える。彼にも知ってほしかったから。

「友達と話している時とか、廊下を歩いている時とか、ディーンのこと思い出して、ここにいてくれたら……とかたくさん考えたわ。リボンとタイの交換とか、友達がしているのすごく羨ましかったし、こっそりお付き合いしている子たちを見て、わたしもディーンと……、って想像したもの」

　恥ずかしいけれど、正直に口にする。

「卒業式の日だって……ディーンが隣にいてくれたらな、って思ったもの」

「クレア……」

「レオと仲良くふざけているのも羨ましくて……あっ、だからって別にレオを除け者に考えたとか、そういうわけじゃないの。わたしが言いたいのはつまり、きゃっ」

　突然がばりと抱きつかれ、クレアはびっくりする。

「うん、クレアも俺と同じなんだってわかった」

　ぎゅうぎゅうに抱きしめられて苦しかったが、クレアはディーンの背中をそっと撫でてやる。そうすると彼は抱擁を緩め、コツンと額を軽くぶつけて謝った。

「ごめんな。クレアの気持ち疑うような真似して」

「ううん。ディーンは何も悪くないわ。……わたしがもっと、ディーンに気持ちを伝えればよかったのよ」

「いや。そこは俺の方が年上だし、こう、余裕を持ってクレアを愛さなくちゃダメでしょ」

「でも、そのせいでいろいろと我慢してしまったのでしょう？」

「それは、まぁ……でもさ、やっぱり弟相手に嫉妬するのも、男として格好悪いと言いますか……」

　それに、と彼は決まり悪そうに口にする。

「クレアも不安だったんだろう？　その、俺の気持ちが淡白に見えて……」

　ひょっとしてレオから何か聞いていたのだろうか。

「蔑ろにされていたとは、思っていないわ。ディーンがわたしのこと、とても大事にしてくれていたのはわかっている。でも……結婚する前までは、本当にわたしでいいのかなとか、その……ディーンはすごく優しいし、お互いの両親が決めたことだから、逆らえなかったんじゃないかなって、不安だったかも」

　クレアにディーンを責めるつもりは一切なく、ただ今までお互いに気づけなかった気持ちの答え合わせをしていく。クレアも実際口にして、あぁ、自分はやはり寂しく思っていたのだなぁと実感する。

「そっか……実はな、クレアの結婚相手は、最初レオになりそうだったんだ」

「えっ!?」

　初めて知る事実にクレアは驚いた。

　ディーンは困った顔をして、結婚に至った経緯を明かしてくれる。

「普通に考えて、年の近い者同士がいいだろう？　だから俺の両親は、俺じゃなくてレオがクレアと結婚したらどうか、クレアのご両親に話を持ちかけるつもりだったんだ」

「わたしはお父様たちから、ディーンだけを候補として挙げられたわ。……ディーンが自ら立候補してくれたのね……」

「うん。……クレアは嫌がるかもしれないと思ったけど、どうしても、レオには譲りたくなかったんだ」

　ディーンの顔はどこか苦しそうであった。

「レオはこのこと、知っていたの？」

「……一応、事後報告はした。特に何も言われなかったし、『まぁ、順番的に兄貴が妥当だよな』って普通の様子だったけど……本当はあいつも、クレアと結婚したかったんじゃないかって、時々考えて、申し訳ないような、でもやっぱり譲りたくないっていう気になった」

　クレアは固く握りしめられた拳を解くようにそっと撫でた。

「レオはわたしのこと、異性として何とも思っていなかったと思うわ」

　少なくとも、ディーンがクレアに向けるものと同じ感情ではなかった。

　クレアがそう言っても、ディーンの表情は曇ったままだ。

「でも、二人とも仲良かったじゃん。クレア、俺にはどこかよそよそしかったけど、レオには砕けた様子で学校のこととか、楽しそうに話していたし」

　拗ねたように口を尖らせるディーンに、ちょっと苦笑いする。

「レオは友人よ。確かに距離が近かったかもしれないけど……お兄さんみたいな、でも時々弟みたいに思っていたわ」

「お兄さん、か……。それはそれで複雑かも」

「ええ？」

　だって、とディーンがクレアを膝の上に抱き上げて上目遣いで抗議する。

「俺、クレアにとっては頼もしい兄であり、かっこいい恋人であり、生涯を共にする夫でいたいから」

　まぁ、とクレアは目を丸くして、笑った。

「ディーンって欲張りなのね」

「そうだよ。クレアに関してだけは、うんと強欲になるんだ」

『他のことに関してはそうかもしれないけど、おまえに関してだけは――』

（レオの言う通りだったわ）

「クレアはこんな俺、嫌い？　幻滅した？」

　不安そうに見つめてくるディーンの姿に、クレアは今まで知らなかった彼の一面を知った気がした。自分よりずっと大人だと思っていた彼も、こんなふうに不安になってしまう時があるのだと。

「まさか。ディーンがそんなにわたしのこと好きだってわかって……すごく、嬉しい」

「本当？　気持ち悪いとか、思わない？」

「そんなこと思わないわ。でも、できればもう少し早く知りたかったかも」

　そうすれば、その時の自分はとても喜んだだろうから。

「俺はクレアより六つも年が上だったし、クレアはまだ学生で……なんか罪悪感とかあったんだ。あと、ぐいぐい迫って引かれるのがすごく怖かった」

「そうだったの……」

　ディーンには、年上であるゆえしっかりしなくては、という気持ちがずっとあったのだろう。だから大人の目線でいろいろと考えて、小さな嫉妬に気づかない振りをして、胸に仕舞いこみ続けた結果、レオが眠る部屋の隣で抱いてしまうような行為に及んでしまった。

　クレアはディーンの目元をそっと撫で、微笑んだ。

「ディーンは、いろいろと考えてくれていたのね……。それなのにわたしったら、気づかないで一人で悩んでしまって……恥ずかしいわ」

「いや！　クレアは何も悪くない！　俺が不甲斐なくて、ん――」

　またディーンが謝ろうとしたので、クレアはそっとその口を塞いだ。ちゅっと可愛い音を立てて唇を離すと、呆けたような表情の彼を愛おしげに見つめる。

「だからこれからは、わたしがいっぱいディーンに想いを伝えるね」

　彼が不安に思う暇がないほど、愛を与えたいと思った。

「ディーン、大好き。ずっとずっと、あなたのことが好きだったの」

「クレア……」

　互いに自然と顔を寄せ、また唇が重なった。舌を搦めて、より深く貪り始めた時、カタリと小さな物音が耳に届き、二人はびくりとして扉の方を振り返った。

「……誰か、いたのかしら」

「どうだろう……。気のせいだと、思いたいけど」

　二人は場所を忘れて口づけしたことに気まずさを覚え、でも通じ合った甘い気持ちで満たされて、困ったように微笑み合った。

「そろそろ、出ようか」

「ええ、そうね……」

「あ、その前に」

　何か思い出した顔をするディーンに、クレアはどうしたのと尋ねる。

「あの樹の下で、もう一度、クレアとキスしたい」

　夢だったんだ、と言われ、クレアは目を丸くしたのち、はにかみながら頷いた。






　屋敷に帰宅すると、ディーンは少し疲れたから休みたい、夕食は遅めでいいと執事に伝え、クレアの手を引いて寝室へ向かった。

「んっ……」

　扉が閉まるなり、彼女は顎を掬われて激しく咥内を貪られる。

「ん、ん……」

「はぁ、クレア……」

　熱っぽく自分の名前を呼ぶディーンの声に胸が締めつけられ、クレアは目を潤ませた。

　服を着替える暇もなく行為に及ぼうとしている。まだ日も落ちていないのによくないのではないかと思うが、彼を求める気持ちは強く、口づけだけで身体に力が入らなくなっていた。

　それは屋敷に帰る途中、馬車の中でディーンの愛撫を受けて、すでに何度か気をやったせいでもあった。

「ディーン。わたし、もう……」

「うん。ベッドに行こうな」

　ディーンはひょいとクレアを抱き上げ寝台の上に寝かせると、すぐに覆い被さってきた。彼女も腕を伸ばし、彼の口づけに応える。互いの気持ちを言葉で伝えあった今、もう身体で触れ合うばかりであった。

（ディーン……）

　クレアは心の中で何度も彼の名前を繰り返す。譫言うわごとのように口にしていたかもしれない。クレアの切なげな求めに、ディーンはますます忙しなく身体を弄ってきた。いつもは丁寧に脱がしていく衣服も、今は余裕がない様子で中途半端に乱しては、露わになった肌に吸いついて赤い痕を残していく。

「クレア、可愛いよ……可愛すぎて、気が狂いそうだ……」

　切れ切れにそんなことを呟いていたディーンは、クレアの太股を持ち上げ、むしゃぶりつく勢いで花芯や蕾を舐めてくる。すでに達していた身体はいつもより怖いほど感じて、彼女は半分泣きながら二度ほど高みに押し上げられた。

「ぁ、ディーン……もう、もう挿れて……」

　息も絶え絶えにそう願えば、身を起こしたディーンはクレアの望み通り、屹立を一気に捩じ込んできた。クレアはそれだけでまた達してしまい、強い快感に目の前が眩む。

「あぁ、クレア……」

　彼の快感で呻く声に、クレアはますます肉棒をきつく締めつけてしまう。

　はしたないかもしれないが、ディーンのそういった声が好きだった。彼を悦ばせて、彼に貫かれていながら彼を支配しているような気持ちになって、もっと彼と一緒に気持ちよくなりたいという欲望が次々と溢れてくる。

　こんな自分を知ったら、ディーンは幻滅してしまうだろうか。

「クレア、いいよ……もっと、俺を求めてよ……俺と同じくらい、俺のこと想って……」

　まるでクレアの胸の内を聞いたような言葉に、彼女は快楽に蕩けた表情で笑みを浮かべた。

「想ってるわ……だってわたし、ディーンに負けないくらい、ディーンのこと、好き、大好きだもの……」

　クレア、とディーンが吐息のように呟き、腰を動かし始める。最初はゆっくりと、次第に大きく中の肉杭を引き抜き、蜜口ぎりぎりの所で勢いよく中へ戻していく。彼もすでに我慢の限界に近かったのか、それほど時間をかけずに吐精した。

　だがそれで終わりではなく、白濁を奥へ注ぎ込みながら身を屈めてきて、クレアの胸の蕾を舐めては吸い上げ、絶えず腰をゆるゆる動かし続ける。やがてまた硬さを取り戻して中を蹂躙しようとする動きに、クレアも煽られたように悶えた。

「はぁ……あぁ、んっ……、ディーン、わたし、また、いっちゃう……」

「うん、いいよ。可愛いクレア、いっぱい、見せて」

　彼はクレアの弱いところを何度も執拗に大きな亀頭で擦ったり、突いてくる。クレアはか細い声を上げながら追い詰められていく。ディーンが達していいよと甘い声で促すも、首を振って拒もうとした。

「いや……ん、一人はいやっ。ディーンも、一緒がいい……っ」

　クレアが腰を浮かせて、汗で濡れた柔らかな身体をぶつけてきたからだろうか。稚拙な動きであるが、ディーンのものは興奮したようにさらに大きくなった。

「クレア、そんなことされたら、俺、やば……くっ、もう無理だっ」

「あっ、そんな激し、あぁっ……ディーン、もう、いくっ――……」

　二人は心中するかのように一緒に波に攫われた。熱い飛沫が最奥に放たれ、互いを離さないとばかりにしがみつく。全身に力が入り、絶頂の余韻で全身が小刻みに震える。やがてゆっくりと身体が弛緩していくと、クレアはぐったりと寝台に沈んだ。

　疲労に包まれながらも、愛する人の存在を感じられて、この上なく幸せだった。

「クレア。好きだ。愛している……ずっと」

「ええ、わたしも……」

　うっすらと目を開けて、クレアはディーンを愛おしげに見つめる。彼も自分と同じ気持ちだと、今は言葉にしなくてもわかった。

　それでも何度でも聞きたいと思う。

　周りが耳にすればもう何度目だとうんざりするような言葉でも、二人にとっては何度聞いても足りない、伝えずにはいられない愛の言葉を。

















第四章　独占欲












　母の友人だという子爵夫人が遊びに来る。しかも弟のレオと同い年の女の子を一緒に連れてくると聞かされた時、ディーンはレオと仲良くなるかもな、なんて思った。

　当の本人は母親に仲良くしてあげてね、と言われて不満そうな顔をしていたが。

「どうせなら男の子がよかったな。そしたら気ぃ遣わなくていいじゃん？」

　生意気そうにそんなことを言う弟をからかってやりながら、ディーンは自分が二人の子守役を担うことになるだろうなと考えた。






　当日。淡い金色のふわふわした髪にぱっちりとした紫の瞳をした可愛らしい少女が、母親の背中に隠れるようにして訪れた。

　一人っ子で、同い年くらいの異性を前にするのも初めてなのだろう。

　戸惑い、どこか怯えた様子を隠せないでいた。

　ディーンは日頃レオに対して抱くような、それよりもう少し優しい気持ちになって、怖がらせないようにクレアに挨拶した。彼女は差し出された手をしばしじっと見つめていたが、やがて恐る恐る小さな掌を重ねてきたので、温かな気持ちが芽生え、よかったと安堵する。

　その後、レオを交えて三人で遊び、無事にクレアの笑顔も引き出すことができて、ディーンはやり切ったような、満足感を得た。

「ディーン。レオとクレアちゃんの面倒を見てくれてありがとうね」

　次もお願いね、と母親たちに頼まれ、その後もディーンは特に嫌がることなく二人の相手をしてやった。レオは文句は言うものの、同い年かつ女の子のクレアがいるからか、いつもより背伸びしている。クレアは大人しく、和を乱さないよう周囲に合わせる性格で、レオやディーンの気持ちを気遣う優しさがある。

　何だかんだ言いつつ二人ともいい子で、ディーンは仕方ない、相手してやるか、と二人が喜ぶような遊びを積極的に提供した。

「ばいばい、レオ、ディーン。またね」

　母親に手を引かれながら振り返り、小さな手を必死に振るクレアに、ディーンは可愛いと思った。

（俺に妹がいたら、こんな感じなのかな）

　弟のレオとはまた違う。女の子だからやはり気を遣うし、レオが喜ぶようなことでも反応がいまいちだったりする。意外と、難しい。

　それに最近、自分よりもレオの方と打ち解けていることに気づいた。レオの直球な物言いに、やんわりとだが言い返していることがあるのだ。それを、当時のディーンは二人の仲が良いのだろうと思った。

（というより、俺が苦手？）

　二人きりになった時も、最初の時のように緊張した素振りを見せて、あまり目を合わせてくれない。

　やはり年が離れているせいだろうか。ディーンは少し傷つき、寂しく感じた。

　だからこっそり手品のような真似事を練習し、クレアを喜ばせようと張り切った。結果、彼女は満面の笑みを見せてくれたので、ディーンはたいそう満足した。

　やっぱり彼女の笑った顔は可愛い。

　その時はまだ、妹のように思っていたと思う。






　なんだか違うな、とクレアを異性として意識するようになったのは、学院での生活が忙しくなり、めったに帰れなくなって、ようやく年越しのために帰省した時だろうか。

　久しぶりに見たクレアは、ぐっと背が伸びて、表情も大人びていた。パーティーのために盛装せいそうしていたせいもあるだろうが、雰囲気が違った。

　この前まで、まだほんの子どもに見えたのに……。

　何だか少し動揺してしまい、それを隠すようにわざと大げさに振る舞って、レオにおじさんくさいと言われてしまう。

（と言うか、二人ともさらに仲良くなっているような……）

　ディーンが家に戻れない間も、レオとクレアは母親を通して会う機会がある。子どもの頃と比べれば頻度は少ないかもしれないが、年頃になれば異性と――しかも二人きりで会うのは何となく気を遣うもので、それを踏まえれば、二人は気安く接しており、十分良好な関係を築いていると言える。

　自分よりも、レオの方がクレアと仲が良い。

　客観的に考えても、今目の前で二人が話している姿を見ても、ディーンはそう認めざるをえなかった。

　と同時に、胸がもやもや、むかむかした。まるで――

（いやいや、違う。これは嫉妬なんかでは……）

　ただ三人で過ごしていたぶん、自分だけ蚊帳の外に置かれたようで、寂しいのだ。……それはそれで、どうなんだ自分、と思いもしたが、ディーンはそういうことにした。

　しかし一度抱いてしまった感情は、その後クレアと顔を見合わせる度に育ち、しまいには会っていない時ですらその感情に悩まされることとなった。

「はぁ、まじか……」

「どうした、ディーン。辛気臭い顔して」

　講義が始まる教室で机に肘をついてため息をつけば、隣でぺちゃくちゃとお喋りしていた友人たちに絡まれる。

「何か悩み事か？」

「わかった。恋の悩みだろう？」

「えっちなことだろ」

「ばか。ちげーよ」

　貴族のお坊ちゃんが通う学院でも、男同士が集まって話す内容に品はない。

「だよな。ディーンって何事もそつなくこなすし。女性に関しても苦労してなさそう」

「じゃあ何で悩んでいるんだよ？」

　ずばり尋ねられ、ディーンは一瞬躊躇ったのち、本当のことを打ち明けるかのように口にした。

「そりゃあ……家のことだよ」

「ディーンは卒業したらすぐ家継ぐんだっけ？」

「まぁ、その予定」

　父親には家を継ぐだけでなく、結婚もできるだけ早くしてほしいと言われている。

　子どもも……そうすれば自分は妻と一緒に趣味に専念できるからだ。

「もう結婚せっつかれてんの？　かわいそ～」

「二十代のうちはまだ当分遊んで暮らしたいよなぁ」

　下手な相手と結婚するよりもじっくりと見極めて結婚した方がいい。女性が許されないことを男性は許されているのだから、彼女たちからすれば理不尽にも感じるだろう。

「おまえら、男の理想を語るのはいいが、今女子から冷ややかな視線を注がれているぞ」

　ディーンはそう言いながら、まだ当分将来のことを真剣に考えなくていい彼らが、少し羨ましくも思った。

　別に父の跡を継ぐことに反対はない。長男として生まれたからには、それが役目だと小さい頃から教えられ、ディーンもその未来を受け入れていた。

　面倒なことも、自分の性格ならばそれなりに上手くやれるだろうという自信がある。

　ただ、友人たちの将来をあれこれ語る姿を見ていると、時々不安や窮屈な感情を覚えることがあった。






「――ディーン。ちょっといい？」

　職員室に提出物を届け、教室へ帰る途中。ディーンは同じクラスの女子生徒から声をかけられた。以前調べもので一緒のグループになり、それがきっかけだったのか、たまに視線を感じることがあった。

「悪いけど、俺これから早急に片付けないといけない課題があって――」

「すぐに済むからついてきて」

「あ、はい……」

　有無を言わせぬ口調で人気のない場所へ連行される。こういう時の女性は強い。緊張した、思いつめた表情にディーンは何となく察するも、なるべくいつもと変わらない態度で尋ねる。

「それで、用件ってなに？」

「うん……。あのさ、ディーンって、まだ結婚相手、決めていないんでしょう？　だったらさ、私とどうかな？　家なら、ディーンの家とも釣り合いがとれて、いいと思うんだ」

　女性の方からの告白であった。これが初めてのことではなかった。

　決して好かれようと思っているわけではないが、女性に対する当然の気遣いを見せたりすると、自然と好意をもたれ、なんとなく期待するような目で見つめられたりする。

　勘違いされないよう、あえて踏み込まないよう、できるだけ距離を置いたり、男同士でつるんでいるのだが、積極的な女子の行動力には避けられない時があった。

「両親は、できるだけ私の意向に沿った人と結ばれてほしいと願っているの。きっとディーンのこと、気に入ってくれると思うわ。私もあなたのこと――」

「悪い。今はまだ勉強に専念したいんだ」

「……勉強は学生の間でしょう？　私、邪魔なんてしないわ。正式にお付き合いするのは、卒業してからでも大丈夫だから」

　一世一代の告白であるからか、彼女の方も簡単には引き下がらない。

（くっ……、こういう時、なんて言って断るのが正解なんだ？）

　唸り出したくなるような気持ちでディーンは目をきつく瞑って頭を下げる。

「本当にごめん。きみとは、付き合えない」

「……誰か他に、好きな人でもいるの？」

　いない、と言おうとしたが、クレアの顔がなぜか思い浮かんだ。

　沈黙で答えたディーンに、どう受け取ったのか、女子生徒はわかったと沈んだ声で納得してくれた。

　顔を上げれば、ディーンを責めるように涙目で見ており、罪悪感を刺激する。彼とて彼女を悲しませたくないが、彼女の要求は自分の未来に関わることなので受け入れるわけにはいかなかった。

「申し訳ない」

「いいわ……私の方こそ、急にごめんなさい」

　気まずくなった雰囲気から逃げるように女子生徒は去っていった。

　姿が見えなくなったところで、ディーンはその場にしゃがみ込み、顔を覆ってため息をついた。

　真剣に告白されたので茶化すわけにもいかず、真摯に応えた結果、どっと疲れた気分だった。仕方がないとはいえ、泣かせてしまって後味が悪い。

（どうか他に良いご縁がありますように……）

　恐らく大丈夫だと思うが、彼女が両親に頼んで、無理矢理婚約関係に持ち込まれることは避けたい。そういった始まりで、結局上手くいかず、互いに愛人を作って仮面夫婦になってしまった父の知り合いがいたのだ。

（いっそ婚約していれば、告白もされないか？）

　見合いの話がないわけではなかった。ただ両親も、急かしているとはいえ、やはり一生を共にする相手なので、無理強いすることはなかった。それにディーン自身が思うのだ。

（金や地位も大事かもしれないけど、俺はやっぱり本当に好きな相手と結婚したい）

　もちろん、見合いで結婚しても誠実に愛するつもりだ。だがふと相手を考えた時に違和感があり、躊躇する心がある。そして先ほど女子生徒から告白された時に思い浮かんだ顔は――

（まじかよ……）

　ディーンはまた顔を覆って息を吐いた。






　クレアとは六つ年が離れている。しかも本当の妹のように可愛がってきた存在だ。そんな彼女に対して男女の好意を抱くことに、ディーンは罪悪感を覚えた。同じ寮で、幼い子どもが好きな変態がいたせいもあり、自分ももしかしたらその片鱗があるのではないかと、眠れなくなるくらいには真剣に悩みもした。

　しかし、時間をかけて向き合ってみると、やはりクレアだけが特別なのだと思う。

　それに最初から、ではなく、長い時間をかけて無意識に――そう、決定打になったのは、久しぶりに会った時だろう。どこか大人びた彼女の姿を見て、妹ではなく、一人の異性として意識するようになった。

（――うん。俺は、クレアが好きだ）

　結論を出して認めてしまえば、ストンと胸に落ちた。

　クレアと一緒になりたい。人生を共に歩むならば、彼女がいい。彼女じゃなきゃダメだ。

　ディーンがそう強く思い始めた頃、彼は学院を卒業し、ちょうど入れ替わる形で、クレアが学院に入学した。

　一方ディーンは伯爵家の当主になるべく、父の傍らで仕事を教えられ、今までは学生生活を理由に時間の取れなかった交流関係もさらに深めるよう命じられた。

「アボット夫人の晩餐会に出席するように」

「……それって絶対？」

「当然だ。夫人は私の芸術活動にも大変理解を示してくださっている。今後は私に代わり、おまえが縁を繋いでいきなさい」

　そう言われてはディーンも行きたくないと駄々を捏ねることはできなかった。

（あの夫人、苦手なんだよなぁ……）

　まだ学生の時に両親と一緒に会ったことがあるが、いつも刺々しい――貴族らしい高貴な雰囲気を崩さず、マナー講師のようにこちらの態度に目を光らせているので、窒息しそうな窮屈感を覚えるのだ。

　もちろん礼儀を欠いているのならば、後々恥をかくのはディーン自身であるので、注意は有り難く思う……が、疲れている時に小言を聞かされると逃げ出したくなった。

　今までは両親がいてくれたのでまだ耐え切れたが、これからは自分一人で対応しなければならない。ものすごく憂鬱である。しかし行かないという選択肢は許されない。

（せめて話す内容がなぁ……）

「――ディーン。あなた、もしご両親に何かあったらきちんと面倒を見てあげるんですよ。最近の若い人は思いやりがなくて、実の両親なのに他人に任せたりするそうですから。そのくせ、死後の分け前だけはきちんと取り立てようとするんですから困ったものです。あぁ、そうだわ。お金のことも日頃から考えて、もしもの時に備えておくべきね」

「……はい。肝に銘じておきます」

「それからお墓もきちんと作ってあげて、定期的に足を運んで――」

（だいたい老後の話、金か墓の話なんだよなぁ……）

　未来ある若者になんて夢のない話を聞かせるのだと思いつつ、ディーンは実にためになります！　といった態度で相槌を打ってやる。

　若者らしく反論したり、嫌味で返したくなる気持ちは心の中に封じ込めた。現実逃避に学生時代の友人たちに思いを馳せる。

（今頃あいつらは、呑気に遊んでいるんだろうな……）

　彼らは自分と同世代の、好きな相手とだけつるむことが許される。

「ディーン？　聞いているのですか？」

「ええ、もちろんですよ。とても有意義な時間です」

（いいなぁ）

　どんなに押し隠そうとしても、こんな日は本音が溢れてしまう。

　慣れない日々で疲れていたのかもしれない。

「――ディーン。大丈夫？」

　そんな時、休みの日に偶然母親と共に遊びに来ていたクレアに癒された。彼女は他の人間が気づかない、気づかせないようにしていたディーンの疲れを、見抜いた。

　クレアの前では自然と気が緩んでしまう。あるいは彼女には気づいてほしい、彼女に甘えたい……そんな浅ましい欲があったのかもしれない。

「うん。少し、疲れたかも」

　彼女がどんな態度をとるか、少しからかってみたい気持ちでそう言ってみる。

　クレアは少し慌てた様子で何て言葉をかけると良いのか、必死に考えているのがわかった。

「えっと、じゃあお茶にしない？　それから庭を散歩して、お昼寝とかして……わたしも課題があるのに眠い時は、思いきって仮眠するの。そうすると、けっこう頭がすっきりして、頑張れるから！　……だめかな？」

　どんな態度でも、癒される。彼女が自分のことを考えてくれているのがわかったから。自分を励まそうとする彼女の言葉が嬉しくて、これからも頑張ろうと思った。

（やばいな……）

　好きだと自覚してからというものの、ふとした拍子にクレアのことを考えるようになり、想いは募っていくばかりだ。

「ディーン？」

「えっ、あ、いや、うん、そうだな。ありがとう。早速、試してみるよ。……クレアは学校の方、どう？」

「慣れるまで大変だったけれど……勉強はやりがいがあるし、お友達もできて、毎日楽しいわ」

「そう、か……」

　よかったな、と喜ぶべきなのだろうが、クレアがあまりにも眩しい笑みを浮かべて答えるものだから、喜びよりも寂しさを感じた。

　だがすぐにそんな自分を叱り、彼女の笑みに応えるようにディーンも優しく微笑んだ。

「クレアが学生生活を満喫しているようで何よりだ。でも、何かあったら言えよ。俺でよければいつでも相談に乗るし」

「ありがとう、ディーン。レオも気にかけてくれるから、心強いわ」

「そ、そうか……レオも……」

　いや、今までの二人の関係を思えば、別におかしくない。

（あいつはぶっきらぼうに見えて優しいし……俺の自慢の弟だし……クレアのことも、いろいろ気にかけてやるよな……）

「ディーン？　どうしたの？」

　急に胸を押さえて黙り込んだディーンに、クレアが心配して近寄って来る。

「いや……少し、胸が痛い気がして」

「えっ、大変！　わたし、お医者様を呼んで――」

「いや、大丈夫」

　クレアの手を取って、引き留める。驚いて振り返った彼女と目が合い、ディーンは彼女の背が以前よりもさらに伸びたことに気づく。紫色の瞳はいつまでも見つめていたくなるような不思議な魅力があり、長い睫毛や小さな鼻、赤い唇も、可憐だった。甘い香りがして、ディーンは自分が触れてはいけないものに触れている気がした。

「クレア……」

「な、なに？」

「……男子には気を付けろよ」

　クレアはなぜ今そんなことを？　といった顔をするが、素直にわかったと頷く。

　胸はもう大丈夫だからと適当に誤魔化し、帰っていくクレアをレオや母親たちと一緒に見送る。彼女は振り返って、手を振ってくれた。

　もう昔のような微笑ましい気持ちは抱けなかった。寂しくて、痛みを伴うような切ない気持ちになった。






　父の仕事を覚え始め、目上の相手との付き合いにも慣れ始めた頃、両親から縁談を勧められるようになった。

「先方は学生の頃からおまえのことを知っているみたいで、ぜひにと言われたぞ」

　まさか告白してきたあの令嬢だろうかとひやりとしたが、聞くと全然面識のない令嬢だった。ディーンが知らないだけかもしれないが、とにかく気は進まなかった。

「……父上。大変光栄なお話ですが、お断りしてください」

　まだ伴侶を考える余裕がないと答えれば、両親は顔を見合わせる。

「会ってみるだけでもどうかしら」

「いえ……変に期待させるのも、相手に失礼ですから」

　会うことすら断るディーンの態度に、父親が結婚したくないのかと訊いてくる。

「結婚する意思はあります。……ただ、もう少しだけ時間がほしい、といったところです」

「ふむ……まぁ、結婚は一生を左右するものだからな。おまえがそう言うならば、まだ待つことにしようか」

　幸い両親はそれ以上無理強いすることはなかったので安堵した。

　その後、時々思い出したように見合いを勧められたり、あるいは出席した夜会などでお目付け役の女性と共にアプローチされたこともあったが、ディーンはのらりくらりと躱かわして距離を置いた。

　ディーンのその態度に両親はやはり結婚する意思がないと思ったのか、あるいは、以前から相手の家と決めていたのか、ある日こう告げた。

「実はな、レオの結婚相手にクレアを考えているんだ」

「クレアを？」

　ディーンは平静を装った声を出したが、心臓は忙しなく動き始めていた。

「……まだ、早いのでは？」

「二人ともあと数カ月で十六歳になる。婚約して、卒業すると同時に結婚すれば何も問題はないと思うが？」

（いや、問題大ありだ！）

「二人とも、小さい頃から仲が良いだろう？　夫婦になっても、きっと上手くやっていけるさ」

（俺とだって仲が良い！）

「おまえだって、弟と妹のようなクレアには幸せになってほしいだろう？」

　もちろん二人とも大事な相手である。幸せになってほしいと心から願っている。だが――一緒になることは、認められなかった。

「俺はまだ、結婚していません」

「レオが結婚する頃には、おまえも相手を見つけているだろう？　別に前後しても構わない。大切なのは本当に好きな相手と――」

「父上。俺が、クレアと結婚したいです」

　本当はクレアが十八歳になったら、結婚を申し込もうと思っていた。しかしこうなったら、自分の想いを伝えよう。

「おまえが？」

「はい」

「クレアのこと、好きなの？」

　父ではなく、一緒に話を聞いていた母が確認する。気恥ずかしい気持ちもあったが、ディーンははいと頷く。

「最初は妹のように思っていましたが、いつからか一人の女性として愛するようになりました。結婚するなら、彼女がいいです。他の女性は考えられません」

　息子の告白に父は呆気に取られている。一方母は、あまり驚かなかった。母親、あるいは女性の勘で、以前から何か察していたのかもしれない。未だ何も言えないでいる父に代わって、サクサク話を進めていく。

「わかりました。では向こうには、あなたを結婚相手として伝えますね」

「はい。ありがとうございます」

「ですが、クレアはあなたのことを兄のように思っているかもしれませんし、断る可能性も十分あることを、念頭に置いておきなさいね」

「はい」

　その時は、根気よくアプローチしていくつもりだ。諦めるつもりはなかった。

　母はそんなディーンの胸の内を聞いたかのように、にこっと微笑む。

「上手くいくといいわね」

　結果、クレアはディーンの申し出を承諾してくれた。ディーンの婚約者となったのだ。

　真面目で優しい彼女のことだから、何か思うことがあっても、両親に逆らわず、自分との婚約を受け入れたのかもしれない。

　でも、それでも嬉しかった。彼女の婚約者になり、将来結婚できることが、とても。

「これからよろしくな、クレア」

　はにかんで頷く彼女を必ず幸せにしよう。

　ディーンは心に固く誓った。

　とはいえ、クレアはまだ学生だ。しかも高等部に上がり、さらに忙しくなった。なかなか時間を作るのが難しく、頻繁には会えない。

　ディーンはなるべく負担にならないように学生生活を気遣う手紙や季節ごとにカードを贈った。彼女から手紙が届くと、少年のように喜び、何度も読み返しては、ため息を零した。

（会いたいな……）

　次はこの日はどうだろうと提案し、申し訳なさそうな顔で断られても、クレアに無理を強いることはできなかった。彼女を困らせたいわけではないし、自分が学生だった頃を振り返れば、どうしたってやるべきことに専念しなければならない事情もわかる。

　それでも会いたい、と我儘にねだってしまうのは、クレアが好きだからだ。

　その想いは婚約者となった今、どんどん強くなっている。

（俺がせめてあと一年遅く生まれていたら、クレアと一緒に通えたのにな）

　同じ講義を受けることができなくても、学院内で顔を合わせることはできる。図書館や食堂で一緒に過ごすこともできる。中庭でもいい。

（いいな、レオは……）

　クレアと同い年で、今もそばにいる。仲だっていい。気軽に話しかけて、当たり前のようにクレアから笑い返してもらえる。そんな関係が、距離の近さが、たまらなく羨ましかった。

　六歳も下の弟に情けない嫉妬をしている自覚はあるが、ディーンはやるせない思いになった。

　心配する相手はレオだけではない。他の男だって、クレアを放っておかないはずだ。だってクレアはもとから可愛いが、最近はますます綺麗になっている。思春期真っ盛りの男ならば、自然と目で追ってしまって、恋に落ちてしまうに決まっている。

　そう思うと、ディーンはクレアとの年の差が憎らしくてたまらなかった。






「ディーン。誕生日プレゼント、ありがとうね」

　クレアは十八歳になった。彼女の家で開かれた誕生日パーティーに婚約者であるディーンも当然招待され、彼女の瞳の色と同じ宝石のイヤリングを贈った。

　本当は自分の瞳の色にしようかとか、イヤリングではなく指輪や派手なネックレスにしようかとも思ったが、重すぎるとか、婚約者の瞳の色なんて……と引かれたら立ち直れないほど落ち込むので、悩みに悩んだ結果、イヤリングに落ち着いた。

　喜んでもらえたので、とりあえず安堵する。

「大切にするね」

　クレアはさっそくもらったイヤリングを耳につけて、どう？　と自分に微笑む。その笑顔を見て、ディーンは胸が締めつけられた。

「クレア……」

　自然と手を伸ばし、彼女の小さな耳に触れる。距離を詰めて、驚く顔をじっと見下ろす。

　今ここで、誰にもばれないよう口づけしたら、クレアはどんな表情をするだろう。離れていても、ずっと考えてくれるくらい、自分のことで頭がいっぱいになってくれるだろうか。

「ディーン？」

　黙ったまま何も言わないディーンにクレアは不安な表情をする。その瞳に怯えに似た色を微かに見て取ると、ディーンはぱっと両手を上げた。

「うん。そのイヤリング、ほんとにクレアによく似合ってる。可愛いよ！」

　にこっと笑って、いつもの陽気な雰囲気でそう言うと、クレアは目を丸くしたのち、花が綻ぶように微笑んだ。

「クレア。ちょっといい？」

「あ、うん。ディーン、また後で」

「ああ。行っておいで」

　笑顔でクレアを送り出したディーンは壁に手をついて息を吐いた。

（危なかった！　……まだだ。まだ、我慢するんだ、ディーン・ウィルキンス！）

　クレアを誰にも渡したくない気持ちはある。しかし彼女を怖がらせたいわけではない。

　十八歳になったとはいえ、クレアはまだ学生なのだ。成人した自分が手を出していい相手ではない。温かく見守ってやるのが正しい大人の姿だ。

　ディーンは必死でそう自分に言い聞かせ、自重した。

　そうして耐え続け、ようやく、クレアが学院を卒業した。結婚式を迎え、夫婦となった。

　万感の思いだった。

　我慢しすぎた反動のせいか、初夜でだいぶ無理をさせてしまい、その後も事あるごとに抱いてしまう。真まっ新さらな彼女の身体に快楽を教え込み、自分の形を覚えさせるのは、男としての征服欲を満たした。長年想い続けた女性、愛しい妻。身体を重ねる度、ディーンはクレアへの想いを深め、もう彼女なしでは生きていられないとさえ思った。

（可愛いクレア……俺のクレア……もう一生離さない……）

「――んっ……ディーン、もう、胸はいいわ」

　浴室で後ろからクレアを抱え込むようにしてディーンは彼女の身体を洗っていた。ディーン自らの手で、優しく、丹念に。

「痛かった？」

「そうじゃなくて……もう……」

　クレアは俯いて、もじもじと両膝を擦り合わせる。こちらに背を向けているものの、彼女の耳や、白いうなじは赤く染まっており、つい先ほどまで何度も味わった快感をまた感じているように見えた。

「クレア。下も、洗っていい？」

「……だめ」

「どうして？」

「だって……また、ディーンが欲しくなってしまうもの」

（俺の奥さんはなんて可愛いんだろう）

　思いきり抱きしめたい衝動を抑えて、ディーンはそっとクレアを抱きしめた。

「俺も、クレアが欲しい」

　クレアがおずおずとこちらを見ると、我慢できず口づけしていた。彼女を立たせて、鏡の横の手すりに掴まらせると、後ろからゆっくりと挿入して、水音と彼女の甘い声を浴室に響かせた。

「はぁ、はぁ……立ってすると、クレアの中、いつもと違うね……」

「ぁ、やだ、そんなこと、言わないで……」

「ごめん。でも、俺、もっとたくさんいろんな方法で、クレアと、繋がりたい……クレアのこと愛したい」

「ディーン……」

　振り返って、クレアが見つめてくる。

「わたしも、ディーンと、たくさん愛し合いたいわ」

「本当？　嫌じゃない？」

「ディーンなら、いいの」

（ああ、クレア……）

　クレアがそんなふうに自分を甘やかすので、ディーンはさらに調子に乗ってしまう。優しいクレアの好意に甘えてディーンはたっぷり妻との蜜月を楽しみ、やがて億劫ではあったが、夜会などにも出席するようになった。

　クレアは伯爵夫人としても優秀で、アボット夫人に対しても上手く対応できていた。ディーンは驚くと同時に、自分はなんて素晴らしい女性と結婚できたのだろうと、改めて自分の幸運に感謝するのだった。

　あまりにも幸せすぎて、クレアを愛する気持ちが強くなりすぎて――結果、今まで仕方がないと納得していたはずのことも、やっぱり嫌だという感情が抑えきれず、レオが眠っている隣の部屋でクレアを抱いてしまった。

　クレアが恥ずかしがりながらも自分を離さないので、余計に興奮してしまい、反省しつつ、誰にも渡したくないと思った。大事な弟にも、絶対。

（でも、やっぱりクレアは天使だったな）

　学院で互いの気持ちを打ち明け、彼女もまた自分と同じ気持ちだったことを知り、ディーンはそれまでの不安や苛立ちがすべて浄化される思いだった。

　これからも些細なことや、ちょっとしたすれ違いで喧嘩したり、寂しい気持ちになることがあるかもしれない。

　でも最後には、必ず仲直りできる。クレアと一緒ならば、何だって乗り越えることができる。

　ディーンは自分の隣で穏やかな寝息を立てるクレアを見つめながら、そう確信するのだった。






　　　　　◇






「やっほー兄貴。遊びに来ちゃった。元気してた？　あれ、クレアはいないの？　ふうん、夫人同士のお茶会ねぇ……。伯爵夫人って感じだね」

　久しぶりの休暇でまたレオが遊びに来ていた。クレアは出かけており、ディーンが対応していた。兄弟水入らずのせいか、クレアがいる時よりもだいぶ寛いで、メイドが出した茶菓子をつまんでいる。たぶんクレアがいたら、行儀が悪いと叱っただろう。

（クレア、早く帰って来ないかなぁ……）

　早くイチャイチャしたい。昨夜も、今朝も、出かける寸前までイチャイチャしていたが、少し離れているだけでクレア不足だ。

「その様子だと、クレアと上手くいっているみたいだな」

　無意識のうちに締まりのない顔を晒していたためか、どこか冷めた眼差しでレオがそう言った。弟を心配させまいとディーンは満面の笑みで答えてやる。

「ああ。それはもう夫婦円満だ。俺とクレアの愛は永遠に不滅だ」

「あ、そう……」

「反応薄いな」

「ソンナコトナイデスヨ」

　生暖かい目をしてレオはそう言うと、ため息をついて背もたれにもたれかかる。

「ま、幸せなら別にいいけど。――もう俺をダシにして、クレアをいじめたりするなよ」

　ディーンは不意を突かれた様子で目を丸くする。驚いて何も言えない兄を薄目に見ながら、レオが「返事は？」と催促する。

「えっと、レオ。まさか、あの時……」

「あ、そこんとこ微塵も知りたくないから言わないでいいよ。ただ俺は、起きたら兄貴もクレアもどこか余所余所しい雰囲気だったし、なにより兄貴、俺とクレアが話している時微妙に機嫌悪そうだったし、ようやく長年の想いが遂げられたゆえに暴走してもおかしくないなって推察しただけ」

　何とも優秀な弟である。

「てかさ、クレアはずっと兄貴のことが好きなんだから嫉妬する必要なんて皆無でしょ？」

「そんなのわかんないだろ。おまえたちは年が近くて、学校も同じで……クレアはすごく可愛いんだから」

「だからって俺、兄貴と一人の女の子を取り合うようなドロドロ三角関係の恋愛模様を描くつもりなんてこれっぽっちもないから。絶対嫌だから、そんなの」

　だいたいなぁ、とレオは呆れた顔でなおも不満をぶつけてくる。

「クレアはずっと兄貴のことが好きだったんだぜ？　それこそ兄貴が自覚するよりずっと前から。兄貴が学院に通い始めて家にいなかった時も、俺から兄貴の話聞く度、切なそうな表情してさ、婚約者になっても、結婚間際になっても、ほんとに兄貴の嫁さんになっていいか、ずっと不安に思っていたんだ。そこんとこ、兄貴ちゃんと気づいている？」

　今知ったなら一生忘れるなよ、と念を押され、ディーンはレオをしげしげと眺める。

「なんだよ。ちゃんとわかったのか？」

「ああ、わかった。一生忘れない。……なんだか、おまえの方がクレアの兄みたいだな」

　クレアの想いに気づきながら、時に励まし、上手くいくようさりげない気遣いをして……レオもまたクレアを大切にしてきたことを改めて気づかされた。

「今さら何言ってんの。俺、ずっとクレアのことそう思って接してきたよ。友人でもあるけどさ。たぶん向こうも同じで……まぁ、時々課題とかで助けてもらう時があったから、弟みたいに思うこともあったかもしれないけど」

　友人であり、兄妹、姉弟のような関係だったとレオは断言する。

「兄貴にはさ、感謝してもらいたいね。クレア、けっこう人気で、狙われてたんだぜ？」

「なにっ」

　がたっと思わず立ち上がるディーンを、まぁ落ち着けとレオが手を上げて制す。

「俺があいつには好きな人がいる、絶対相手にされないって牽制してやったから。まぁクレア自身、異性に苦手意識持ってたから端から相手にされていなかったけど――」

「さすが俺の弟！」

　レオのおかげでクレアは男にちょっかいをかけられずに済んだ。

　ディーンはレオを抱きしめ、犬のように頭をくしゃくしゃに撫でて褒めてやる。

「ちょっ、やめろよ！」

「おまえは俺の自慢の弟だ！」

「うぐっ、くるし……」

「ただいま帰りました。レオ、いらっしゃ――まぁ」

　ちょうどクレアも帰ってきて、一体何事だと目を見開く。

「お取込み中だったかしら」

「クレア助けてくれ！」

「クレア聞いてくれ！　俺の自慢の弟の話を」

「やめろ！」

　クレアは状況が理解できず不思議そうな顔をしていたが、やがて小さな笑い声を上げた。

「何だかよくわからないけど、わたしも一緒に交ざっていい？」

「なんで!?」

「お、いいな！　クレアもおいで」

　うん、とクレアもディーンの広げた腕の中に飛び込んでくる。

　可愛い弟と可愛い妻に囲まれて、ディーンはこの上なく幸せだった。

















エピローグ












　ディーンが庭に淡いピンクの花を咲かせる植物をたくさん植えて、毎年その景色を一緒に楽しむようになった。愛する人と過ごす日々は早いもので、今年も、青空に花びらが舞う時期になった。

「いらっしゃい、レオ」

　遊びに来てくれたレオを、クレアは笑顔で迎えた。隣にいたディーンも同じだ。

「レオ。また来てくれて嬉しいぞ！」

「……本当は遠慮するべきかどうか、悩んだんだぜ？　でも父さんたちは二人そろって隣国に行って、屋敷を留守にしているだろう？　となるとやっぱ、兄貴とクレアのいるここが実家みたいで疲れが癒されるんだよね。長居はしないからさ、許してよ。あ、これお土産」

「ふふ。ありがとう」

　一応レオなりに気を遣っているのが伝わってきて、クレアは微笑ましい気持ちになる。手渡された紙袋を受け取ろうとすると、その前にさっとディーンが手を伸ばして代わりに持った。

「クレア。そんな重いもの持ったら危ないだろ」

「兄貴。俺別にダンベル並みのお土産は選んでいないけど」

　レオの指摘は耳に入らなかった様子でディーンはクレアの腰に手を当て、居間へ促す。

　そして部屋の中でも、テーブルの角や床から絨毯へ変わるほんの少しの段差に気を付けるよう言いながら付き添い、二人並んで長椅子に腰を落とした。

　向かいに座ったレオが二人を見てぽつりと呟く。

「……なんか、距離近くね？」

「そう？」

「あと、いつにも増して兄貴のクレアへの接触が過剰というか、付き合いたてのカップルかってくらいべたべたしてるし……少しうざ、いや、過保護過ぎじゃない？」

「俺はいつもクレアに溢れんばかりの愛を捧げてるぞ？　まぁ、今は特にそうかもしれないけどな」

　な？　とディーンがクレアの方を見てにっこり笑うと、彼女は頬を赤らめ、俯きながら小さく頷いた。

「……兄貴、またクレアに何かしたのか？」

「違うの、レオ。あのね、実は……」

　クレアはそっとお腹に手を当てた。ディーンがクレアを抱きしめるようにさらにくっつき、笑顔で告げた。

「新しい家族ができるんだ」

　レオが目を真ん丸とさせて驚いたので、クレアとディーンは悪戯が成功したように顔を見合わせて笑ったのだった。
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番外編　合法的












　母校で互いの気持ちを確かめ合ったクレアとディーンは、以前よりも夫婦の絆を深め、よりいっそう仲睦まじい姿を使用人たちに見せた。そこには少しの照れ臭さもまじって、目が合ったりするだけで付き合いたての恋人同士のような初々しい反応をすることもあった。見ているこちらが恥ずかしくなるとメイドたちが話していたのは、当の本人たち以外知らないことだ。

　夫婦の秘め事も、変わった。

「あのね、ディーン。今日は午後から、一緒にお昼寝をしたいと思うの」

　クレアがもじもじしながらそんなことを言えば、ディーンはにっこり笑って承諾する。

「わかった。少し雑用を片付けていくから、先に寝室で待ってて」

「うん……」

　もちろん本当に昼寝をするわけではなかった。

（ディーン、驚くよね。引いちゃうかな……）

　でも、もしかすると喜んでくれるかもしれないという期待があり、クレアはどきどきしながら彼の訪れを待った。そして――

「クレア。お待たせ」

（来た！）

　クレアは立ち上がり、ディーンを出迎える。彼はクレアの姿を見て首を傾げた。

「クレア？　なんでシーツなんて身体に巻いて――」

　ばさっとシーツを床に落とし、その下を露わにすると、ディーンが呆気に取られた表情をする。

「それ……」

　別に何も身につけていないわけではなかった。

　ただ制服を着ていたのだ。学院に通っていた時の。

「ど、ど、どうしたんだ。クレア」

「ディーンが喜ぶかなと思って……」

　頬を染めながら告白する。彼女とて、すでに卒業した身で再度制服を着ることは恥ずかしく感じた。

　だが、ディーンが自分と同じ気持ち――互いに同じ学校生活を送りたかったと知り、せめて雰囲気だけでも味わってもらおうと思い、以前里帰りした時にこちらに持ってきたのだ。

「今日はこれで、しよ？」

　ディーンに詰め寄り、上目遣いでそう言えば、ディーンは突然「ぐふっ」と重い衝撃を受けたような声を出してその場に座り込んだ。

「ディーン!?」

　クレアは青ざめた。やっぱりこんな格好をして抱いてほしいなど、破廉恥過ぎて引いてしまったのか。

　しかしディーンは口元を手で覆って、視線を泳がせながら途切れ途切れにこう言った。

「それは……やばいです……クレアさん……六歳上の俺に……制服ぷれいだなんて……やばい大人認定されて……牢屋にぶちこまれる」

（……よくわからないけれど、嫌ではない、のかな？）

　腰を落とし、クレアはディーンと同じ目線になっておずおずと問いかける。

「……ディーンは、もう学院を卒業したわたしが制服着るの、だめだと思う？　やっぱり痛々しくて、似合っていな――」

「そんなことない!!」

　ばっと顔を上げて、目をカッと見開き、握りこぶしを作ってディーンは主張する。

「すごく似合ってる！　最高だ！　卒業したとか関係ない！　むしろ仄かに大人の色香が混じって逆にそそ――いや、ごめん。俺、気持ち悪いよな」

　クレアがぽかんとした表情なのに気づくと、ディーンは急速に勢いを萎ませ、落ち込んだ様子で謝る。クレアは目をぱちぱちと瞬かせ、やがてほっとした表情で笑った。

「ディーンが喜んでくれたのなら、嬉しいわ」

「……気持ち悪くないのか？」

「うん。それに、制服ぷれい……かはわからないけれど、普段とは違う衣装にどきどきして、ついしてしまうことがあるって、お茶会で夫人たちも話していたもの」

「夫人たちとそんな話もするのか？　……いや、それはそうかもしれないけどさ、制服はまた別というか、禁忌に手を染めてしまうというか、違法になる気が……」

「大丈夫。ディーンの妻であるわたしが自分の意思で着て、その……してほしいってお願いしているんですもの。文句なく合法だわ」

「ご、合法」

　クレアは頬を赤くしながらも夫の手を両手で握りしめ、ひしと見つめて告げる。

「お願い、ディーン。わたしを抱いてください」

　ディーンの喉がごくりと上下する。そしてクレアを抱き寄せ、口づけした。

「ん、んっ……んんっ」

　触れ合うだけのものから舌を捻じ込まれて深く貪られる。空いた手で背中やお尻を撫でられ、彼の抑えきれない興奮が伝わってくる。

「はぁ……クレア、煽ったんだから、責任取ってな？」

「うん……」

　ディーンはクレアを抱き上げると、寝台に連れていく。縁に腰掛け、自身の膝の上に、脚を閉じた状態でクレアを座らせると、彼女を見つめながら紺色のプリーツスカートを捲り上げ、ぴたりと閉じた太股の間に手を挟んでくる。

「クレア、もう少し脚開いてくれる？」

　俯くクレアの口を啄むようにキスしながら、ディーンに甘い声で命じられる。クレアは逆らわず、言われた通りにした。下着はわざと薄いものを穿いており、ディーンの指が簡単に触れることを許してしまう。

「ん……ディーン」

　下着の隙間から指を差し込み、すでにしっとりと濡れていた花びらの奥にディーンの指がつぷりと沈んでいく。陰核の裏側を丹念に擦られると、もうたまらなかった。

「ぁ……ん、んっ――……」

　ディーンの腕にしがみつきながらクレアは小刻みに震えた。

「もう、いっちゃったの？　可愛い」

　クレアはディーンを見つめ、彼の首に腕を回した。もっと欲しいとねだるように。

　ディーンはきちんと意図を汲んでくれて、下着を脱がせて片方の脚に引っ掛けると、太腿を持ち上げ、クレアが自分の両脚を跨ぐように座らせた。

「いい？」

　ディーンの目を見つめながらクレアは頷く。すでに硬くなっていた屹立が先走りを出して蜜口で何度か淫らな音を立てた後、ゆっくりと中へ入ってくる。上からではなく下からなので、クレアが腰を落とすと、ずぶずぶと奥まで呑み込まれていく。

「あ、ぁ……はぁ、ん……」

「クレア……」
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　ディーンが気持ちよさそうに目を細め、腰を軽く突き上げたり、かき混ぜるようにクレアの尻を動かす。かと思えば首元のリボンはそのままに、ブラウスの釦ぼたんを三番目から外して、乳房を零れさせて口づけを落としていく。彼がつけた印に、クレアはきゅんとして、そのままディーンの雄を締めつけてしまう。

　ディーンが苦しそうに眉根を寄せ、だがすぐに微笑んでクレアを見つめる。二人は本当に学院で逢瀬しているように声を殺して身体を揺らした。

「ん、ディーン、いっちゃう」

「うん。俺も……」

　艶めいた声が、二人の口から漏れた。服の下は汗ばんでおり暑いのだが、二人は互いにしがみついて乱れた呼吸を繰り返す。やがて顔を見合わせると、照れ臭そうに笑った。

「クレア、早かったな」

「だって……ディーンも……」

「うん。クレアが可愛くて、興奮しちゃった」

「……わたしも」

　ディーンは嬉しそうに目を細め、耳元で囁いてくる。

「まだ抱きたい」

「ええ……いっぱい抱いて」

　クレアのおねだりにディーンは望み通り応えてくれた。それはクレアが思う以上のもので、やはりいつもと違う服装のせいだろうか。すべてが終わってディーンの胸に抱かれながらクレアがそう零すと、ディーンは髪を撫でながら微笑んだ。

「それもあるけど、俺のためにクレアがあれこれ考えてくれたのがすごく嬉しかった」

　彼はクレアを抱きしめ、情事の最中に何度も告げた言葉を改めて伝える。

「好きだ、クレア。愛している」

「わたしも、ディーンのこと大好き」

　やっぱり服装が変わっても、ディーンの愛情は変わらない。

「……俺も今度、制服着てみようかな」

「え」

　後日。母校の制服を着たディーンの姿にクレアの胸はこれ以上なくときめき、いつかのディーンと同じような反応をしながら、大変仲睦まじい昼下がりの午後を過ごしたのだった。
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